
　田んぼの稲も色付き始めました。金城町小国の藤若
将浩さんの田んぼでは、今年もかわいい田んぼアート
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す。この田んぼアートは、金城町小国柚根の光超寺付
近から見ることができます。
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　認知症の人が地域で生活するには、地域の理解と支援が欠
かせません。
　認知症は、老化によるものとして見過ごされがちですが、
脳の障がいによって起こる「病気」で、誰でもなる可能性が
あります。
　認知症について正しく理解することにより、誤解や偏見を
なくし、認知症の人を家庭・地域で支え、安心して暮らせる
まちをつくりましょう。

アルツハイマー型認知症

　脳の神経細胞が、老廃物であ
る異常なたんぱく質により破壊
され、脳が委縮することで起こ
る。
【特徴】
○徐々に進行する。
○知的能力の低下、感情面での

変化がある。

脳血管性認知症

　脳の血管が詰まったり破れた
りして、血流が途絶えることで
脳の細胞が破壊され起こる。
【特徴】
○脳梗塞や脳出血をきっかけに

発症する。
○体に麻痺を生じることもあ

る。

レビー小体型認知症

　レビー小体といわれる異常た
んぱく質がたまり、脳の細胞が
破壊され起こる。
【特徴】
○はっきりとした幻覚がある。
○時間によって症状が変動す

る。

※　認知症のうち、アルツハイマー型認知症が約50％、脳血管性認知症が約20％、レビー小体型認知症が約
20％、そのほかが約10％といわれています。

「
認
知
症
」
を
学
び
「
地
域
」
で
支
え
よ
う

み
ん
な
で
支
え
合
う
「
ま
ち
」
を
目
指
し
て

認知症は身近な病気です

認知症には主に３つのタイプがあります
～　認知症を正しく理解しましょう　～
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　認知症の症状には、中核症状と周辺症状と呼ば
れるものがあります。
　中核症状は、脳の細胞が壊れることによって直
接起こる「記憶障害」・「見当識障害」・「実行機能
の低下」・「理解・判断力の低下」などで、周囲で
起こっている現実を正しく認識できなくなりま
す。現在、壊れた脳細胞を回復させることはでき
ませんが、薬により認知症の進行を遅らせること
は可能で、早期診断・早期治療が重要です。
　周辺症状は、本人がもともと持っている性格・
環境・人間関係など、様々な要因が絡み合って、
うつ状態や妄想のような精神症状や、日常生活へ
の適応を困難にする行動上の問題が起こってきま
す。これらの周辺症状は、介護の工夫で緩和する
ことができるといわれており、認知症の人を１人
の“人”として尊重し、その人の視点や立場に立っ
て理解し、ケアを行うことが大切です。

脳の細胞が壊れる

中核症状

記憶障害 見当識障害

理解・判断力の低下

実行機能の低下

そのほか

周辺症状

不安・焦燥 うつ状態 幻覚・妄想

徘徊 暴力・興奮 不潔行為 そのほか

気質・性格 環境・
心の状態

　認知症の対応は、早期診断により病名（認知症
のタイプ）を知ることが重要です。原因や状況に
応じて、薬物療法や心理療法、環境の調整、周囲
の人の理解など、適切な対応をすることができま
す。そして、早く治療を始めることで進行を遅ら
せ、自分らしい生活をすることが可能になります。

老化による物忘れ 認知症による物忘れ
体験の一部分を忘れる 体験そのものを忘れる
何を食べたか忘れる 食べたこと自体を忘れる
約束をうっかり忘れる 約束したこと自体を忘れる
買い物に行ったときに、買う物を忘れる 買い物に行ったことを忘れ、また買い物に行く
日付や曜日・場所などを間違えることがある 日付や曜日・場所などがわからなくなる
ヒントを与えると出来事を思い出す ヒントを与えても出来事を思い出せない
目の前の人の名前が思い出せない 目の前の人が誰なのかわからない

　日常生活の行動や健康面などで、認知症は様々
な問題を引き起こします。そんな認知症の人を身
近に支えてあげられるのが家族の存在です。
　しかし、いろいろな問題を抱える認知症の人を
支援するのはとても大変なことです。介護度が軽
いからといって介護が楽であるとは限りません。
実際に介護している家族にしか分からないことも
多くあります。

　家族だけで認知症の人を支えることは大変です。
家族にとって予測できない事態が次々と起こるた
め、常に気を配っている必要があります。そこで、
周りの人も認知症を正しく理解し、認知症の人や
その家族を温かく見守り、支援していくことが大
切です。認知症になっても、安心して暮らせる「ま
ち」になるように、地域全体で支え合っていきま
しょう。

認知症の症状

早期診断・早期治療の重要性

老化による物忘れと認知症の物忘れの違い

地域での支え合い
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　認知症は、脳の神経細胞ネットワークが何らかの原因
で壊れてしまうことで生じ、加齢が最も大きな要因です。
このため、認知症は防ぎようがないと思われがちです。
　しかし、認知症の２割を占める脳血管性認知症の予防
には、高血圧や糖尿病・脂質異常症・肥満などの対策が
とても有効です。
　また、認知症の半数を占めるアルツハイマー型認知症
でも、運動をはじめとする生活習慣病対策で発症のリス
クを減らす（発症を遅らせる）ことができるとされてい
ます。

　仲間と一緒に昔の遊びや仕事などを語る
回想法、音読や計算などの学習、音楽や絵
画などの趣味活動により脳の活性化を図る
ことができます。

　脱水症状や低栄養、運動不足でも認知機
能は低下します。ふだんからの十分な体調
管理が重要です。

１日1,500㏄

１日1,500カロリー 自然な排便

有酸素運動（ウォーキング）
１日30分程度

水

食事

運動

便ふだんの体調
認知症予防

　「認知症サポーター」は、認知症につい
て正しく理解し、偏見を持たず、認知症の
人やその家族を温かく見守る支援者のこと
で、浜田市でも積極的に養成に取り組んで
います。
　認知症サポーター養成講座を希望する人
は、浜田市地域包括支援センターへ申し込
んでください。

　オレンジカフェは、認知症の人や家族・お互いの状
況が似ている人との出会いや、ケアマネジャ―など専
門職の人や地域の人などが垣根を越えて様々な課題を
共に語れる居心地の良い場所を目指しています。
　どなたでも参加できます。気軽に参加してください。
開催日時　第１木曜日（祝日除く）・第３土曜日

午後１時～４時
※　開催日は変更になる場合もありますので、確認の

上、お越しください。　　　　　　　　　　
場所　ひだまりふっくら（新町）
問い合わせ先　認知症の人と家族の会島根県支部

浜田地区会世話人　齋藤さん
（☎０９０－５２６１－９７４７）

認知症は予防できます
発症のリスクを少なくする 脳の活性化を図る

ふだんの体調を整える

ふだんの体調を整えると認知力が回復する

認知症サポーター養成講座
認知症サポーターになりませんかオレンジカフェ（認知症カフェ）

のご案内 （浜田市委託事業）
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認知症の人は何もわからないのではありません。
誰より一番心配なのも、苦しいのも、悲しいのも本人です。

１　驚かせない ２　急がせない ３　自尊心を傷つけない

１　まずは見守る

　認知症と思われる人に気付いたら、本人やほか
の人に気付かれないように、一定の距離を保ち、
さりげなく様子を見守りましょう。近づきすぎた
り、ジロジロ見たりするのは禁物です。

２　余裕をもって対応する

　こちらが困惑や焦りを感じていると、相手にも
伝わって動揺させてしまいます。自然な笑顔で応
じましょう。

３　声を掛けるときは１人で

　複数で取り囲むと恐怖心をあおりやすいので、
できるだけ１人で声を掛けましょう。

４　後ろから声を掛けない

　唐突な声掛けは禁物です。一定の距離で相手の
視野に入ったところで声を掛けましょう。「何か
お困りですか」「お手伝いしましょうか」「どうな
さいました？」「こちらでゆっくりどうぞ」など。

５　相手の目線に合わせてやさしい口調で

　小柄な人の場合は、体を低くして目線を同じ高
さにして対応しましょう。

６　おだやかに、はっきりした滑舌で

　高齢者は、耳が聞こえにくい人が多いので、ゆっ
くりとはっきりした滑舌を心掛けましょう。早口・
大声・甲高い声でまくしたてないこと。その土地
の方言でコミュニケーションをとることも大切で
す。

７　相手の言葉に耳を傾けて、ゆっくり対応する

　認知症の人は、急かされるのが苦手です。同時
に複数の問いに答えることも苦手です。相手の反
応を伺いながら会話をしましょう。たどたどしい
言葉でも、相手の言葉をゆっくり聴き、何をした
いのかを相手の言葉を使って推測・確認していき
ましょう。

【出典】　認知症サポーター養成講座標準教材から抜粋

　認知症の人やその家族をみんなで支え合え
る地域づくりは、相手のことを思いやる地域
づくりです。
　それは、安心して子育てをすることができ、
老いても、障がいがあっても自分らしく暮ら
すことのできる地域づくりにつながります。

問い合わせ先
本庁高齢障がい課高齢者包括支援係
（☎�９３２１）

　高齢者に関する様々な相談の窓口です。認知症
地域支援推進員を配置していますので、気軽に相
談してください。
場所　市役所本庁１階（高齢障がい課内）
電話　☎�９３２１

認知症の人への接し方

認知症の人への対応の心得

基本姿勢　３つの「ない」

具体的な対応　７つのポイント

浜田市地域包括支援センター
認知症に関する相談窓口
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10
月
11
日
㈯
か
ら
20
日
㈪
ま
で
の
10
日
間
は

「
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
旬
間
」

で
す
。

最
重
点
項
目

①
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

②
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

重
点
項
目

①
少
年
・
高
齢
者
に
よ
る
万
引
き
の
防
止

②
無
施
錠
に
よ
る
自
転
車
盗
の
被
害
防
止

浜
田
市
内
の
犯
罪
発
生
状
況

７
月
末
現
在

・
刑
法
犯
１
５
７
件
（
昨
年
同
期
２
０
９
件
）

※　

身
近
な
犯
罪
で
あ
る
万
引
き
や
侵
入
窃
盗
・

自
転
車
窃
盗
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

浜
田
市
内
の
振
り
込
め
詐
欺
・
振
り
込
め
類
似
詐

欺
の
被
害
状
況

７
月
末
現
在

・
振
り
込
め
詐
欺
５
件
・
被
害
額
約
６
６
０
万
円

（
昨
年
同
期
０
件
）

・
振
り
込
め
類
似
詐
欺
１
件
・
被
害
額
約
２
、０
０

０
万
円
（
昨
年
同
期
１
件
）

※　

振
り
込
め
類
似
詐
欺
と
は
、
未
公
開
株
や
社

債
・
外
国
債
な
ど
架
空
の
購
入
話
を
持
ち
掛
け

る
の
が
主
な
手
口
で
す
。

　

振
り
込
め
詐
欺
な
ど
の
手
口
は
様
々
で
す
。「
自

分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
油
断
せ
ず
、「
怪
し
い
な
」

と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
家
族
や
親
し
い
人
、
最
寄
り

の
警
察
署
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安
全
係

（
☎
�
９
１
２
２
）

　

10
月
26
日
は
、「
い
の
ち
と
安
全
安
心
の

日
」
で
す
。
平
成
21
年
、
島
根
県
立
大
学
生

の
平
岡
都
さ
ん
が
理
不
尽
に
命
を
奪
わ
れ
る

と
い
う
悲
惨
な
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
契
機
に
、
こ
の
記
憶
を
決
し
て
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
命
を
尊
び
、
誰
も
が
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
制
定
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
命
の
大
切
さ
と
そ
の
重
さ
を

認
識
し
、
犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
よ
う
防
犯

意
識
を
高
め
、
地
域
に
根
付
い
た
防
犯
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が
「
い
の
ち
」
の
尊
さ
と
安
全
・
安
心
に
つ

い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
だ
れ
も
が
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
点
に
つ
い
て
更

な
る
取
組
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
声
掛
け
・
明
る
い
あ
い
さ
つ
運
動

○
見
守
り
活
動

○
門
灯
の
点
灯
運
動

　

平
成
24
年
か
ら
「
は
ま
だ
を
明
る
く
照

ら
し
隊
」
が
中
心
と
な
り
、島
根
県
立
大
学

で
キ
ャ
ン
ド
ル
や
石
州
和
紙
の
灯
ろ
う
を

飾
る
「
は
ま
だ
灯
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
「
灯あ

か

り
が
繋つ

な

げ
る
市
民
の
絆
」

を
テ
ー
マ
に
、
未
来
へ
向
け
て
安
全
で
明

る
い
地
域
を
市
民
一
人
ひ
と
り
が
考
え
る

と
と
も
に
、
平
成
21
年
の
事
件
で
亡
く
な

ら
れ
た
平
岡
都
さ
ん
へ
の
追
悼
の
意
を
捧

げ
る
こ
と
を
目
的
に
「
は
ま
だ
灯
２
０
１

４
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
「
は
ま
だ
灯
」
は
、
あ
い
さ
つ

川
柳
の
表
彰
や
島
根
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
演
奏
の
ほ
か
、「
１
、０
０
０
人
の
笑
顔

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
題
し
、
イ
ベ
ン
ト
に

関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
写
真
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

開
催
日　
10
月
26
日
㈰

第
一
部

時
間　
午
後
４
時
～
６
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
講
堂

・
あ
い
さ
つ
川
柳
表
彰

・
警
察
音
楽
隊
演
奏　

な
ど

第
二
部

時
間　
午
後
６
時
～
８
時

場
所　
島
根
県
立
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ

ラ
ザ
・
カ
フ
ェ
テ
リ
ア

・
は
ま
だ
灯
～
１
、
０
０
０
の
光
が
照
ら

す
夜
～

・
１
、
０
０
０
人
の
笑
顔
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
・
フ
ー
ド
ブ
ー

ス
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
先

は
ま
だ
を
明
る
く
照
ら
し
隊

村
武
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
１
３
３
９
‐

７
９
７
９
）

10
月
26
日
は
、
い
の
ち
と
安
全
安
心
の
日

は
ま
だ
灯と

も
し

２
０
１
４

犯
罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
旬
間
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　『広報はまだ』９月号でお知らせしました、
住民参加型市場公募地方債「浜田きらめき債」
の購入について募集期間を10月16日㈭から22日
㈬までとします。皆さんも「浜田きらめき債」
を購入して、市の子育てや教育の充実のための
事業に参加してみませんか。今回も多くの皆さ
んの申込みをお待ちしています。
※　ただし、発行総額が１億円に達した時点で

募集終了となります。

購入の際に必要なもの
①購入代金（口座からの振替）
②購入する金融機関の預金通帳
③印鑑（通帳の届出印）
④本人確認書類（運転免許証・健康保険証など）
⑤マル優・特別マル優を利用する場合は、確認できるもの

（障害者手帳など）
※　金融機関によって異なる場合がありますので、詳しく

は購入予定の金融機関にお問い合わせください。
購入条件
①市内在住又は市内に勤務している個人
②購入時に満20歳以上の個人
③本人のみ購入可能で、委任状などでの代理購入はできま

せん。
④事前予約はできません。
⑤１人あたり100万円を限度とし、10万円単位で購入でき

ます。
利子　年に２回、口座に自動的に振り込まれます。
利率　募集開始日直近の国債流通利回りを若干上回る水準

で決定する予定です（決定次第、取扱金融機関窓口・市
ホームページで公表します）。
償還　元金は、５年満期一括償還で平成31年11月７日に全

額お返しします。
問い合わせ先
購入について

山陰合同銀行カスタマーセンター
（フリーダイヤル☎０１２０－３１５１８０）
島根銀行市場営業グループ（☎０８５２�１２４１）
日本海信用金庫業務推進部（☎�１８６１）
いわみ中央農業協同組合本所ＪＡバンク部
（☎�８８５３）
そのほか

本庁財政課財政係（☎�９２１０）

取扱金融機関窓口
金融機関名 支店名 電話番号

山陰合同銀行

浜田支店 �０８４０
三隅支店 �０２１０
浜田東出張所 �２１２０
長浜出張所 �０５８１
浜田市役所出張所 �３３７８

島根銀行 浜田支店 �０２７６

日本海信用金庫

本店 �１８５０
西支店 �０３５８
東支店 �０３５７
長浜支店 �０３０５
駅前支店 �３７００
三隅支店 �２５００
旭町支店 �１３１３
長沢支店 �４１８０
国府支店 �０２０５

いわみ中央農業
協同組合

本所 �８８５３
浜田支所 �８８２５
浜田西支所  �１００３
浜田東支所  �０００１
三隅支所 �０２８０
雲城出張所   �１３１３
金城支所 �１１３２
弥栄支所 �２２２１
旭支所 �１２１２

　

平
成
25
年
８
月
、
京
都
府
福
知
山
市
の
花

火
大
会
で
、
死
者
３
人
、
負
傷
者
56
人
を
出

す
悲
惨
な
火
災
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
火
災
を
起

こ
さ
な
い
た
め
、
お
祭
り
な
ど
で
火
気
を
使

用
す
る
場
合
に
、
消
防
署
が
適
切
な
指
導
が

で
き
る
よ
う
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正

し
ま
し
た
。

消
火
器
の
準
備

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
お
祭
り
な
ど
で
、
ガ

ス
コ
ン
ロ
・
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ン
ロ
・
電
気

コ
ン
ロ
・
フ
ラ
イ
ヤ
ー
・
携
帯
発
電
機
な
ど

の
火
気
を
使
用
す
る
露
店
な
ど
を
開
設
す
る

場
合
は
消
火
器
の
準
備
が
必
要
で
す
。

消
防
署
へ
の
届
出

　

火
気
を
使
用
す
る
露
店
な
ど
を
開
設
す
る

場
合
は
、
事
前
に
露
店
等
の
開
設
届
出
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

露
店
等
の
開
設
届
出
書
は
、
消
防
本
部

及
び
各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
消
防
署
（
☎
�
１
２
２
９
）

浜田市平成26年度第１回公募公債

浜 き め 債きら田

露
店
な
ど
を
開
設
す
る

皆
さ
ん
へ
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　皆さん、はじめまして！キンバリー・モーガン
と申します。今年８月から、浜田市役所で英語圏
の国際交流員として働くことになりました。イギ
リスの北西部にあるリヴァプールの出身です。
　リヴァプールというと何を思い浮かべますか？
ビートルズでしょうか？確かにビートルズ全員が
リヴァプール出身で、そのおかげでリヴァプール
は有名になりました。私の高校は曲名の由来と
なった「Penny Lane」の近くにありました。実
は何の変哲もない道ですが…。
　ビートルズのほかにも、リヴァプールはサッカ
ーと歴史でも有名です。リヴァプールにはリヴァ
プールＦＣとエヴァートンＦＣという２つの主な
サッカーチームがあって、みんなは熱烈に好きな
チームを応援しています。
　昔、リヴァプールはイギリス第１の港だったの
で、19世紀には世界貿易の４割はリヴァプールを
経由したといいます。リヴァプールには世界で５
番目に大きい大聖堂があり、その上にはマージ地
方が見られる展望台もあります。皆さん、リヴァ
プールに来る機会があれば、ぜひ登ってみてくだ
さい。

　私は来日するのは２度目です。平成24年９月か
ら平成25年８月まで北海道大学に留学していまし
た。本当にすばらしい経験ができました。北海道
は、料理がおいしいというのはもちろんのこと、
大学生活と北海道の美しい四季折々の景色もすて
きでした。
　大学では日本語をはじめ、日本の歴史・社会・
経済など、日本の様々な側面について学ぶことが
できました。そして、私の留学プログラムには世
界各国からの人が集まりましたので、聞いたこと
もない名前の国から来た留学生と、毎日交流がで
きました。そのおかげで、国際交流のすばらしさ
を体験できました。
　来日は２度目ですが、浜田市や島根県、さらに
は中国地方も初めてです。北海道とは全く異なる
と思いますが、違う経験ができるからこそ、浜田
での生活を楽しみにしています。これから浜田市
の皆さんと、積極的に文化交流をしていきたいと
思いますので、よろしくお願いします。

　毎日開けない日はない冷蔵庫。最近の冷蔵庫は
大容量でも消費電力が少なくて魅力的ですよね。
そんな冷蔵庫についつい貼ってしまうプリント。
ちょっと待って！
　実は冷蔵庫へのプリントは省エネの大敵です。
へ～っ！そうなんだ！
・冷蔵庫の左右や後ろは十分な隙間を！
・プリントなどの貼付も厳禁！
・天板の上も物を置かないで！ほこり除けのラッ

プや新聞紙もダメ！
・プリントを貼るなら、冷蔵庫のドアだけに！
≪知って納得≫
　冷蔵庫は、庫外に熱を放熱して庫内を冷やす仕
組みです。放熱する天板や左右のパネルを覆うと、
冷やす効率が低くなります。

　また、夏は気温が高いため、同じ開閉回数でも
冬よりずっと冷蔵庫の電力消費量は多くなります。
そこで麦茶などの冷たい飲み物は、冷蔵庫で冷え
たら取り出し、保冷性のあるポットに移し替えて
テーブルの上に出しておくと、冷蔵庫を開ける回
数がぐっと減ります。
　冷蔵庫の開閉回数を減ら
すと、１年間で10kwh（約
230円）削減できます。

出典（参考）　エコサポしまね【しまね　なるほ
ど！省エネブック】

（本庁環境課くらしと環境係）

Hello,Hamada!
浜田市国際交流員　キンバリー　モーガン　

エコライフへのご招待　～冷蔵庫の省エネ～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

試
験
種
類　
甲
種
・
乙
種
の
全
類

受
験
資
格

甲
種　

法
令
の
定
め
る
資
格
を

有
す
る
人

乙
種　

資
格
の
制
限
な
し

日
程　
12
月
14
日
㈰

場
所　
松
江
市
（
試
験
会
場
は
受

験
票
で
指
定
）

試
験
手
数
料

甲
種　

５
、
０
０
０
円

乙
種　

３
、
４
０
０
円

申
請
方
法　
書
面
申
請
（
願
書
に

よ
る
受
験
申
込
）
と
電
子
申
請

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
受

験
申
込
）
が
あ
り
ま
す
。

書
面
申
請　
受
験
願
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
又
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

受
験
案
内
及
び
願
書
は
、
消

防
本
部
予
防
課
及
び
各
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。

電
子
申
請　
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
電
子
申

請
画
面
に
必
要
事
項
を
入
力
し

て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shoubo-shiken.

or.jp/

受
付
期
間

書
面
申
請

10
月
14
日
㈫
～
28
日
㈫

電
子
申
請

10
月
11
日
㈯
～
25
日
㈯

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
島
根

県
支
部
【
〒
６
９
０
‐
０
８
８

２　

松
江
市
大
輪
町
４
２
０
‐

１（
☎
０
８
５
２
�
５
８
１
９
）】

　

10
月
21
日
㈫
か
ら
11
月
10
日
㈪

ま
で
の
21
日
間
「
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

県
内
で
は
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

る
交
通
死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の

思
い
や
り
運
転
で
、
高
齢
者
を
交

通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

推
進
重
点

①
夜
光
反
射
材
着
用
の
推
進

②
道
路
横
断
時
に
お
け
る
安
全
確

認
の
徹
底

③
夕
暮
れ
時
・
夜
間
の
ス
ピ
ー
ド

ダ
ウ
ン
の
徹
底
と
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯

④
高
齢
者
へ
の
思
い
や
り
運
転
の

励
行

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

く
ら
し
・
仕
事
で
発
生
す
る

様
々
な
悩
み
ご
と
に
つ
い
て
、
何

で
も
電
話
相
談
・
面
談
相
談
に
応

じ
ま
す
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　
10
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭
・

10
日
㈮

午
前
11
時
～
午
後
７
時

電
話
相
談　
☎
０
１
２
０
‐
５
０

６
‐
６
２
９

面
談
相
談
（
要
予
約
）

場
所　
連
合
島
根
西
部
地
協
（
浅

井
町
駅
隣
り
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
く

ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
島
根

（
☎
０
８
５
２
�
３
３
０
２
）

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
制
度

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
理
解
を
得
る

と
と
も
に
、
そ
の
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
毎
年
10
月
に
「
行
政
相

談
週
間
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
行
政
相
談
週
間
は
、
10

月
20
日
㈪
か
ら
26
日
㈰
ま
で
で
す
。

10
月
の
行
政
相
談
所
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。

浜
田
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
１
日
㈬
・
８
日
㈬
・

15
日
㈬
・
22
日
㈬
・
29
日
㈬

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
３
時

場
所　
市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

金
城

日
時　
10
月
15
日
㈬

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
美
又
公
民
館

旭
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
20
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

弥
栄

日
時　
10
月
20
日
㈪

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
弥
栄
会
館
２
階
小
会
議
室

三
隅
（
人
権
相
談
と
共
催
）

日
時　
10
月
９
日
㈭

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
岡
見
公
民
館

※　

11
月
以
降
の
行
政
相
談
の
日

時
・
場
所
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

附
属
の
「
は
ま
だ
情
報
カ
レ
ン

ダ
ー
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相

談
課

（
☎
０
８
５
２
�
３
６
３
０
）

・
本
庁
総
務
課
法
令
文
書
係

（
☎
�
９
１
１
１
）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

第
２
回
消
防
設
備
士
試
験
を

実
施
し
ま
す

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す

生
活
・
環
境

｢

く
ら
し
・
仕
事｣
ま
る
ご
と
解
決

浜
田
で
出
張
相
談
を
行
い
ま
す

10
月
20
日
か
ら
26
日
は

行
政
相
談
週
間
で
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

公
正
証
書
が
あ
な
た
の
暮
ら
し
・

老
後
・
財
産
を
守
り
ま
す

　

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
が
急
増

し
、「
法
化
社
会
」・「
自
己
責
任
の

時
代
」
と
い
わ
れ
る
今
、
暮
ら
し

の
安
全
・
安
心
は
何
よ
り
重
要
な

テ
ー
マ
で
す
。

　

公
正
証
書
は
、
法
務
大
臣
か
ら

任
命
さ
れ
た
法
律
の
専
門
家
で
あ

る
公
証
人
が
作
成
す
る
公
文
書
で
、

特
別
な
効
力
が
あ
り
、法
的
安
心
・

安
全
の
仕
組
み
づ
く
り
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

公
証
役
場
は
国
の
機
関
で
す

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

休
日
無
料
・
相
続
・
遺
言
・
任
意

後
見・離
婚
給
付（
養
育
費
な
ど
）・

各
種
公
証
法
律
相
談

日
時　
10
月
５
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

※　

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

場
所　

浜
田
公
証
役
場
（
い
わ

み
ー
る
２
階
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
公
証
役
場

（
☎
�
７
２
８
１
）

Ｑ．あなたの心配事は Ａ．その対策は
後に残る配偶者の暮らし 夫婦相互遺言公正証書
子どもたちの相続争い 実質的平等、遺留分を考慮した遺言公正証書
万一認知症になって預金を止められたら 任意後見契約公正証書
後に残る障がいを持つ子の暮らし 遺言（信託）、任意後見契約･信託契約公正証書
終末期医療～延命か、安らかな死か 尊厳死宣言公正証書
離婚後の幼子の養育 離婚給付（養育費等）契約公正証書
バブル期の不良債権 準消費貸借・債務弁済契約公正証書
知的財産権などの保護･各種証拠保全 事実実験公正証書、私署証書認証、確定日付

井
戸
水
を
検
査
し
ま
し
ょ
う

　

安
心
し
て
井
戸
水
を
飲
む
た
め

に
井
戸
の
適
正
管
理
に
心
掛
け
、

水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

井
戸
は
清
潔
に
！

　

井
戸
な
ど
の
水
源
や
そ
の
週
辺

を
定
期
的
に
点
検
・
清
掃
し
、
常

に
清
潔
に
保
つ
よ
う
心
掛
け
、
汚

水
や
動
物
の
排
泄
物
が
入
ら
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

定
期
的
に
水
質
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う

【
毎
日
の
検
査
】

○
色
・
濁
り
・
臭
い
・
味
に
つ
い

て
、
異
常
が
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

【
飲
用
に
関
す
る
こ
と
の
確
認
】

○
１
年
以
内
ご
と
に
１
回
、
水
質

検
査
を
受
け
、
飲
用
に
適
し
て

い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法　
島
根
県
環
境
保
健
公

社
浜
田
支
所
で
、
専
用
容
器
と

滅
菌
ビ
ン
・
水
質
検
査
依
頼
書

を
受
け
取
り
、
井
戸
水
を
採
水

後
保
冷
し
、
採
取
し
た
当
日
中

に
依
頼
書
を
添
え
て
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

検
査
料　
１
２
、
９
６
０
円

異
常
を
認
め
た
と
き
は

○
飲
用
し
て
い
る
水
に
異
常
を
認

め
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
使
用
を

や
め
て
、
水
を
飲
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

○
島
根
県
環
境
保
健
公
社
浜
田
支

所
又
は
本
庁
環
境
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

○
原
因
を
調
査
し
、
原
因
を
取
り

除
い
た
後
は
、
水
質
検
査
を
実

施
し
て
安
全
を
確
認
し
て
か
ら

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

・
島
根
県
環
境
保
健
公
社
浜
田
支

所
（
☎
�
７
４
４
２
）

・
本
庁
環
境
課
施
設
管
理
係

（
☎
�
９
４
３
０
）

　

市
で
は
、
諮
問
機
関
で
あ
る
市

環
境
清
掃
対
策
審
議
会
答
申
を
踏

ま
え
、
市
指
定
ご
み
袋
簡
素
化
に

つ
い
て
慎
重
に
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　

ご
み
袋
の
統
合
に
よ
る
簡
素
化

は
、
各
家
庭
で
ご
み
袋
を
保
管
す

る
負
担
が
軽
く
な
る
一
方
で
、
特

に
高
齢
者
に
と
っ
て
は
分
別
が
困

難
に
な
り
、
分
別
意
識
が
低
下
す

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

ほ
か
の
ご
み
の
混
入
に
よ
り
、
ご

み
の
収
集
運
搬
及
び
処
理
に
お
い

て
混
乱
が
生
じ
る
な
ど
の
懸
念
が

あ
り
、
総
合
的
に
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
が
低
下
す
る
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
市
指
定
ご
み
袋
の
簡

素
化
は
見
送
る
こ
と
と
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

　

家
庭
の
タ
ン
ス
、
押
入
に
眠
っ

て
い
る
衣
類
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

市
で
は
、
古
着
・
古
布
の
分
別

収
集
を
行
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量

化
、資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、

古
着
・
古
布
の
分
別
収
集
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
期
間

10
月
17
日
㈮
～
12
月
４
日
㈭

出
し
方　

必
ず
市
指
定
ご
み
袋

（
ペ
ッ
ト
・
プ
ラ
用
、
か
ん
用
、

び
ん
用
）
に
入
れ
て
、
古
着
・

古
布
収
集
場
所
に
直
接
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

※　

旧
指
定
ご
み
袋
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

収
集
場
所
・
期
間　
次
ペ
ー
ジ
の

「
古
着
・
古
布
収
集
場
所
一
覧

表
」
で
各
収
集
場
所
の
収
集
期

間
・
時
間
・
休
日
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
既
存
の
ご
み

10
月
１
日
か
ら
７
日
は

「
公
証
週
間
」
で
す

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

市
指
定
ご
み
袋
簡
素
化
を

見
送
り
ま
す

古
着
・
古
布
の

分
別
収
集
を
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

収
集
す
る
も
の　
衣
類
（
ゴ
ム
製

品
・
作
業
服
・
着
物
は
除
く
。）・

シ
ー
ツ
・
タ
オ
ル
・
毛
布
・
ハ

ン
カ
チ
・
く
つ
し
た

収
集
し
な
い
も
の　
汚
れ
や
傷
み

の
ひ
ど
い
も
の
・
濡
れ
て
い
る

も
の
・
ふ
と
ん
・
座
ぶ
と
ん
・

マ
ッ
ト
レ
ス
・
じ
ゅ
う
た
ん
・

カ
ー
ペ
ッ
ト
・
雨
か
っ
ぱ
・
帽

子
・
か
ば
ん
・
カ
ー
テ
ン
・
ゴ
ム

製
品
の
衣
類
・
作
業
服
・
着
物

注
意
事
項

・
毛
布
は
袋
に
入
ら
な
い
場
合
に

は
、
広
が
ら
な
い
よ
う
、
ひ
も

で
縛
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
必
ず
洗
濯
し
て
、
し
っ
か
り
乾

燥
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
ボ
タ
ン
や
フ
ァ
ス
ナ
ー
な
ど
は
、

取
り
外
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

係
（
☎
�
９
４
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

古着・古布収集場所一覧表
収集期間 所在地 事業所名 収集場所 収集時間 休日

10月17日㈮～
　12月４日㈭
（全期間）

殿町 市役所本庁 １階市民ロビー 8:30～17:00 土・日・祝日
熱田町 長浜公民館 入口右側 9:00～17:00 祝日・休館日内村町 美川公民館 入口

金城町下来原 市役所金城支所 庁舎１階と老人福祉 
センターの間の通路 8:30～17:00 土・日・祝日

旭町今市 市役所旭支所 市民福祉課
旭町木田 木田ふれあい店舗 店舗入口

9:00～17:00

日
旭町和田 旭和田郵便局 ロビー 土・日・祝日
旭町都川 都川公民館

玄関

水・土・日・祝日
旭町市木 市木公民館 木・土・日・祝日
弥栄町長安本郷 市役所弥栄支所

8:30～17:00 土・日・祝日弥栄町木都賀 市役所弥栄支所杵束出張所
三隅町三隅 市役所三隅支所 正面入口
三隅町向野田 三隅公民館 公民館内 9:00～17:00 日・祝日・臨時休館日

10月17日㈮～ 
　　　23日㈭

港町 イズミゆめタウン浜田店 立体駐車場４階
エレベーター横 9:30～21:00

なし浅井町 ダップス 店頭入口

（月～土）
6:00～21:00
（日）
8:00～21:00

長沢町 服部タイヨー長沢店 園芸用土売場入口 9:30～17:30
10月17日㈮～ 
　　　30日㈭

三隅町岡見 岡見公民館 公民館内 9:00～17:00 日・祝日・臨時休館日三隅町湊浦 三保公民館 ロビー
10月17日㈮～ 
　11月６日㈭ 周布町 周布公民館 入口左側 9:00～17:00 祝日・休館日

10月24日㈮～ 
　　　30日㈭

周布町 スーパーセンタートライアル
浜田店 東側入口 8:00～22:00 なし

金城町追原 美又公民館（みまた会館） 玄関 8:30～17:00
10月31日㈮～ 
　11月６日㈭

松原町 子育て支援センターすくすく 駐車場南側勝手口前 8:30～17:00 日・祝日
金城町波佐 波佐公民館（ときわ会館） 玄関 8:30～17:00 月・土・日・祝日

10月31日㈮～ 
　11月13日㈭

三隅町井野 井野公民館 公民館内 9:00～17:00 日・祝日・臨時休館日三隅町下古和 黒沢公民館
10月31日㈮～ 
　12月４日㈭ 国分町 国府公民館 通路 9:00～17:00 祝日・休館日

11月７日㈮～ 
　　　13日㈭

浅井町 ラ・ぺアーレ浜田 玄関ロビー 9:00～17:00 なし
金城町小国 小国公民館（おぐに会館） 玄関 8:30～17:00 月・土・日・祝日

11月７日㈮～ 
　12月４日㈭

西村町 大麻公民館 窓口 9:00～17:00 土・日・祝日下有福町 国府公民館有福分館 正面入口
11月14日㈮～ 
　　　20日㈭

野原町 総合福祉センター １階ロビー奥 8:30～17:00 なし
金城町今福 今福公民館（ふれあい会館）多目的ホール 月・土・日・祝日

11月14日㈮～ 
　　　27日㈭ 三隅町折居 白砂公民館 玄関ロビー 9:00～17:00 日・祝日・臨時休館日

11月21日㈮～ 
　　　27日㈭

黒川町 ＪＡいわみ中央本所 西側非常階段下 8:30～17:00 土・日・祝日
金城町久佐 久佐公民館（くざ会館） 玄関前 8:30～17:00 月・土・日・祝日

11月28日㈮～ 
　12月４日㈭

高田町 ジュンテンドー浜田店 正面入口・西側入口 9:00～20:00
なし周布町 ホームプラザナフコ浜田店 屋外ガーデニング

コーナー 8:00～19:30
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

至国道９号至国道９号

厳島神社
松原郵便局

ちどり保育所

売却物件
（旧愛宕寮敷地）

厳島神社
松原郵便局 売却物件

（旧愛宕寮敷地）

ちどり保育所

子育て
支援センター
子育て

支援センター

位置図（松原町）区画位置図

市
道
浜
田
２
２
０
号
線

市道浜田５５０号線

↓
　
一
方
通
行
　
↓

至国道９号

ちどり保育所

園庭

H26-1

H26-2

H26-4

H26-3

防災無線
H26-1

H26-2

H26-4

H26-3

　

市
で
は
、
一
般
競
争
入
札
に
よ

り
、
次
の
市
有
財
産
の
売
却
を
行

い
ま
す
。

入
札
参
加
申
込
期
間

10
月
１
日
㈬
～
24
日
㈮
必
着

入
札
日
時

11
月
11
日
㈫　

午
前
９
時
10
分

入
札
会
場

市
役
所
本
庁
４
階
講
堂
Ａ

参
加
資
格

⑴　

申
請
者
（
入
札
参
加
者
）
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
個

人
又
は
法
人
と
し
ま
す
。

※　

２
人
以
上
の
連
名
（
共
有
）

で
の
申
請
も
で
き
ま
す
。

⑵　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
は
、

入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

①
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

②
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
３

の
規
定
に
該
当
す
る
人

③
地
方
自
治
法
施
行
令
第
１
６
７

条
の
４
に
規
定
す
る
制
限
を
受

け
る
人

④
役
員
な
ど
（
入
札
参
加
者
が
個

人
で
あ
る
場
合
は
そ
の
人
、
入

札
参
加
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

は
役
員
又
は
支
店
・
事
務
所
の

代
表
者
）
が
暴
力
団
対
策
法
第

２
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力

団
員
で
あ
る
人

⑤
暴
力
団
な
ど
が
経
営
に
実
質
的

に
関
与
し
て
い
る
人

⑥
役
員
な
ど
が
自
己
・
自
社
又
は

第
三
者
の
不
正
の
利
益
を
図
る

目
的
や
、
第
三
者
に
損
害
を
加

え
る
目
的
で
、
暴
力
団
な
ど
を

利
用
し
て
い
る
人

⑦
役
員
な
ど
が
暴
力
団
な
ど
に
対

し
て
資
金
を
供
給
し
た
り
便
宜

を
供
与
し
た
り
す
る
な
ど
、
直

接
的
あ
る
い
は
積
極
的
に
暴
力

団
の
維
持
・
運
営
に
協
力
し
、

又
は
関
与
し
て
い
る
人

⑧
役
員
な
ど
が
、
暴
力
団
な
ど
と

社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
関

係
を
有
し
て
い
る
人

留
意
事
項

・
入
札
事
前
説
明
会
は
行
い
ま
せ

ん
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
現
状
有
姿
に
よ
る
売
却
と
な
り

ま
す
。
売
却
物
件
の
事
前
確
認

及
び
建
築
規
制
な
ど
の
確
認
は
、

入
札
参
加
者
の
責
任
に
お
い
て

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
必

ず
申
込
期
間
内
に
入
札
参
加
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
札
参
加
申
込
書
・
入
札
参
加

に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
・
そ

の
ほ
か
入
札
参
加
に
必
要
な
用

紙
は
本
庁
財
産
管
理
課
に
あ
り

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

物
件
に
関
す
る
こ
と

本
庁
財
産
管
理
課
管
財
係

（
☎
�
９
１
４
０
）

入
札
に
関
す
る
こ
と

本
庁
財
産
管
理
課
入
札
管
理
係

（
☎
�
９
１
４
１
）

売却物件
物件番号
物件名 所在地 地番 地目 地積 最低売却

価　　格
H26-1
旧愛宕寮敷地① 松原町 239番17 宅地 247.54㎡ 9,208,000円

H26-2
旧愛宕寮敷地② 松原町 239番2　 宅地 215.25㎡ 7,533,000円

H26-3
旧愛宕寮敷地③ 松原町 239番20 宅地 215.24㎡ 7,641,000円

H26-4
旧愛宕寮敷地④ 松原町 239番18 

239番21 宅地 83.52㎡ 2,271,000円

10月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
１ 水 唐鐘１～９
２ 木 国分町１～３、唐鐘10・11、下府町４～６・８
３ 金 下府町１・２・３・６－１、上府町伊甘
６ 月 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
７ 火 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
８ 水 殿町１～５、田町２～５
９ 木 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
10 金 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
14 火 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
15 水 蛭子町、栄町、片庭町
16 木 港町１～４
17 金 京町、高田町、清水町、真光町
20 月 原町、瀬戸見町、元浜町
21 火 原井町
22 水 瀬戸ケ島町、港町５、大辻町
23 木 長沢町１
24 金 長沢町２～５・７・８
27 月 生湯町１～４
28 火 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
29 水 浅井町４～６
30 木 浅井町１～３、黒川町１・２
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連絡

で土曜日に実施することがあります。
（本庁環境課くらしと環境係）

市
有
財
産
を
売
却
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

募
集
期
間

10
月
１
日
㈬
～
10
日
㈮

抽
選
日　
10
月
下
旬

入
居
時
期　
11
月
上
旬

※　

募
集
住
宅
や
申
込
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な
点

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
者
が
募
集
戸
数
に
満
た

な
い
場
合
、
次
回
の
公
募
ま
で

の
間
に
入
居
の
申
込
み
を
随
時

受
け
付
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
土
建
㈱

（
☎
�
１
４
１
７
）

http://w
w

w
.ham

adadoken.
jp/bk.s.ham

adasieijyuutaku.
htm

l

　

市
内
で
は
、
年
々
空
き
家
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
長
年
放
置
さ
れ

た
空
き
家
が
、
廃
屋
と
化
し
て
危

険
な
状
態
な
の
に
、
ど
こ
へ
連
絡

を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、

ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら

な
い
、
と
い
っ
た
相
談
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
危
険
な
空
き
家
は
、
建

築
材
を
飛
散
さ
せ
て
通
行
人
に
危

害
を
及
ぼ
し
た
り
、
景
観
上
に
悪

影
響
を
及
ぼ
し
た
り
す
る
ほ
か
、

不
審
者
の
侵
入
、
放
火
や
火
遊
び

の
対
象
に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま

す
。

　

市
で
は
、
空
き
家
の
所
有
者
や

地
域
と
共
に
、
そ
の
問
題
解
決
に

取
り
組
む
た
め
「
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
て
い
ま
す
。

条
例
の
目
的

①
空
き
家
な
ど
の
管
理
の
適
正
化

　

長
い
間
、
誰
も
住
ん
で
い
な
い

空
き
家
は
、
老
朽
化
が
急
速
に
進

み
ま
す
。
い
つ
で
も
住
め
る
よ
う

に
定
期
的
に
管
理
し
た
り
、
誰
か

に
使
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

②
事
故
・
犯
罪
及
び
火
災
の
防
止

　

老
朽
化
が
進
め
ば
屋
根
瓦
が
落

ち
た
り
、
壁
材
が
は
が
れ
て
飛
散

し
た
り
し
、
建
物
が
倒
壊
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
誰
も
が
簡
単
に

建
物
に
侵
入
で
き
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
犯
罪
が
起
こ
っ
た
り
、
放
火

や
火
遊
び
に
よ
り
火
災
が
発
生
し

た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

③
安
全
で
良
好
な
居
住
環
境
の
確

保
　

空
き
家
を
適
正
に
管
理
す
る
こ

と
は
、
人
命
を
は
じ
め
地
域
の
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
ま
た
、
良
好
な
景
観
や
居

住
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。

空
き
家
な
ど
の
適
正
管
理

　

空
き
家
な
ど
の
所
有
者
又
は
管

理
者
は
、
空
き
家
な
ど
が
危
険
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
適
正

な
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き

家
な
ど
に
関
す
る
指
導
・
勧
告
・

命
令

　

適
正
な
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
な
い
と
認
め
る
空
き
家
な
ど
は
、

そ
の
空
き
家
な
ど
の
実
態
調
査
及

び
所
有
者
な
ど
の
把
握
に
必
要
な

調
査
を
行
い
ま
す
。

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、所
有
者
な
ど
に
対
し
て
、

危
険
な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の

措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
・
勧
告
・

命
令
を
行
い
ま
す
。

罰
則　
命
令
に
従
わ
ず
に
、
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
い
場
合
、
５

万
円
以
下
の
過
料
を
科
し
ま
す
。

市
の
支
援

　

危
険
な
状
態
に
あ
る
空
き
家
な

ど
の
所
有
者
な
ど
に
対
し
、
危
険

な
状
態
を
解
消
す
る
た
め
の
必
要

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

危
険
空
き
家
等
除
却
促
進
事
業

　

使
用
さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空

き
家
な
ど
を
除
却
す
る
場
合
に
、

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

危
険
空
き
家
対
策
事
業

　

市
街
地
に
あ
る
危
険
な
空
き
家

と
そ
の
土
地
を
寄
附
し
て
い
た
だ

き
、
市
が
そ
の
建
物
を
除
却
し
て

跡
地
を
地
域
活
性
化
の
た
め
の
用

地
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課
指
導
係

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
、
予
算
の
範

囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
の

教
員
又
は
学
生
と
共
同
で
行
う

交
流
・
文
化
事
業

⑵　

島
根
県
立
大
学
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
島
根
が

交
流
す
る
大
学
又
は
そ
の
所
在

す
る
地
域
と
の
交
流
に
係
る
事

業
補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
３
／
４
以
内
の
額
で
、

１
事
業
あ
た
り
５
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
政
策
企
画
課
企
画
係

（
☎
�
９
２
０
０
）

住
宅

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
ま
す

空
き
家
な
ど
の
適
正
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

産
業
・
地
域
活
性
化

大
学
な
ど
と
の
交
流
活
動
を

支
援
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
在
住
の
人

又
は
所
在
す
る
団
体
が
行
う
も

の
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
（
政

治
団
体
・
宗
教
団
体
が
行
う
事

業
、営
利
を
目
的
と
す
る
事
業
、

経
常
的
に
行
う
事
業
は
除
き
ま

す
。）

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

補
助
金
額　
事
業
に
要
す
る
経
費

の
う
ち
１
／
３
以
内
と
し
、
１

事
業
者
あ
た
り
30
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※　

補
助
金
は
予
算
の
範
囲
内
で

の
交
付
と
な
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
受
付
で
き
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要

な
備
品
や
集
会
施
設
の
整
備
、
安

全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や

地
域
の
国
際
化
の
推
進
及
び
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て

助
成
を
行
い
ま
す
。

募
集
事
業

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成

事
業

③
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

④
共
生
の
地
域
づ
く
り
助
成
事
業

⑤
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
助
成
事

業
申
請
締
切
日　
10
月
16
日
㈭
必
着

※　

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

地
域
で
防
犯
灯
を
新
設
す
る
場

合
や
、
集
会
所
な
ど
の
施
設
を
新

築
・
改
修
す
る
場
合
、
工
事
費
用

な
ど
必
要
な
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。
補
助
金
の
申
請
は
、
居

住
し
て
い
る
地
域
の
町
内
会
・
自

治
会
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

防
犯
灯
設
置
事
業

対
象　
新
設
又
は
老
朽
化
な
ど
に

よ
る
取
替
え

補
助
額　
１
基
あ
た
り
８
万
円

集
会
所
施
設
・
関
連
設
備
等
整
備

事
業

対
象

①
集
会
所
の
新
築

②
集
会
所
及
び
関
連
設
備
の
改
修

③
集
会
所
を
新
築
す
る
た
め
の
用

地
取
得

補
助
率
・
補
助
限
度
額

①
１
／
３
以
内
、
１
５
０
万
円

②
１
／
３
以
内
、
50
万
円

③
１
／
３
以
内
、
50
万
円

問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

・
各
支
所
自
治
振
興
課

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
グ
ル
ー
プ
・
企

業
・
青
少
年
の
団
体
な
ど
が
取
り

組
む
県
民
い
き
い
き
活
動
（
営
利

を
目
的
と
し
な
い
、
不
特
定
多
数

の
人
の
利
益
の
た
め
の
自
発
的
な

活
動
）
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た
活

動
を
知
事
表
彰
し
ま
す
。

募
集
部
門

①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門

県
内
に
主
た
る
事
務
所
を
有
す

る
団
体
が
取
り
組
む
活
動

②
企
業
部
門

県
内
に
本
支
店
又
は
営
業
所
な

ど
を
有
す
る
企
業
が
取
り
組
む

活
動

③
ユ
ー
ス
部
門

県
内
の
高
校
生
以
上
の
年
齢
層

の
青
少
年
の
組
織
が
取
り
組
む

活
動

表
彰
要
件

・
先
駆
性
及
び
地
域
社
会
へ
の
貢

献
度
が
高
く
、
そ
の
効
果
が
現

れ
て
い
る

・
活
動
期
間
が
、
お
お
む
ね
５
年

以
上
（
ユ
ー
ス
部
門
は
お
お
む

ね
３
年
以
上
）

応
募
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

応
募
方
法　
推
薦
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
活
動
経
歴
が
分

か
る
資
料
を
添
え
て
、
郵
送
又

は
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

推
薦
書
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

※　

自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
推
進
室

【
〒
６
９
０
‐
８
５
０
１　

松

江
市
殿
町
１
番
地
（
☎
０
８
５

２
�
５
０
９
６
）】

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg

.jp
/n

p
o

/syo
u

reisyo
u

/
ikiiki_katsudou_syourei.htm

l

新
増
築
家
屋
の
調
査

調
査
内
容　
家
屋
の
部
材
の
種
類

や
設
備
、
そ
れ
ら
の
使
用
面
積

や
数
量
の
確
認

調
査
時
間　
お
お
む
ね
１
時
間

※　

家
屋
の
平
面
図
や
仕
上
表
と

認
印
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

調
査
の
際
に
、
固
定
資
産
税

の
特
例
や
軽
減
措
置
、
所
得
税

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
を

支
援
し
ま
す

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

自
治
会
の
防
犯
灯
の
設
置
・

集
会
所
の
整
備
な
ど
を
支
援

し
ま
す

県
民
い
き
い
き
活
動
奨
励
賞

候
補
団
体
を
募
集
し
ま
す

税
務
・
納
税

家
屋
の
調
査
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を

受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
の
方

法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

家
屋
の
現
況
調
査

　

市
で
は
、
新
増
築
家
屋
の
調
査

と
は
別
に
、
適
正
で
公
平
な
課
税

を
目
的
と
し
て
、
課
税
さ
れ
て
い

な
い
家
屋
や
解
体
の
届
出
が
な
い

ま
ま
課
税
さ
れ
て
い
る
家
屋
が
な

い
か
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

調
査
は
、
市
が
委
託
し
た
事
業

者
の
調
査
員
（
２
人
１
組
）
が
行

い
ま
す
。
調
査
員
は
、
市
が
発
行

し
た
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
て
い

ま
す
の
で
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

固
定
資
産
税
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　

市
内
に
家
屋
を
新
築
（
又
は

増
築
）
し
て
お
り
、
今
年
中
に

完
成
予
定
で
す
。
完
成
後
、
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す
か
。

Ａ　

来
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
現
地
に
お

伺
い
し
て
家
屋
調
査
と
説
明
を

し
ま
す
の
で
、
都
合
の
良
い
日

を
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ　

現
在
、
市
内
に
あ
る
家
屋
を

解
体
す
る
予
定
で
す
。解
体
後
、

ど
の
よ
う
な
手
続
が
必
要
で
す

か
。

Ａ　

本
庁
税
務
課
又
は
各
支
所
市

民
福
祉
課
へ
解
体
届
を
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
�
９
２
３
３
）

　
「
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
（
エ
ル
タ
ッ
ク

ス
）」
は
、
全
国
の
地
方
公
共
団

体
が
共
同
で
運
営
す
る
地
方
税
の

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
と
、

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出
や
法
人

市
民
税
の
申
告
な
ど
、
地
方
税
に

関
す
る
手
続
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
て
簡
単
に
で
き
ま
す
。

　

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
利
用
手
続
や
詳

し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
ｅ
Ｌ
Ｔ

Ａ
Ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

http://w
w

w
.eltax.jp/

問
い
合
わ
せ
先

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０
‐
０
８
１
４
５

９
）

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
場
合

（
☎
０
４
５
‐
７
５
９
‐
３
９

３
１
）

利
用
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
９
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
。）

　

入
院
す
る
必
要
は
な
い
が
、
安

静
を
必
要
と
す
る
た
め
集
団
保
育
・

学
校
生
活
に
入
れ
な
い
子
ど
も
を
、

保
護
者
の
都
合
に
よ
り
家
庭
で
の

育
児
が
困
難
な
場
合
に
、
一
時
的

に
預
か
る
「
病
児
・
病
後
児
保
育
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

か
ぜ
で
熱
が
あ
っ
た
り
、
感
染

症
の
治
療
は
完
了
し
た
け
ど
保
育

園
・
学
校
へ
の
登
園
・
登
校
許
可

が
お
り
な
か
っ
た
り
す
る
子
ど
も

を
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
理

由
で
育
児
が
で
き
な
い
保
護
者
に

代
わ
り
、
看
護
師
な
ど
が
子
ど
も

の
状
況
や
発
達
に
合
わ
せ
た
看
護
・

保
育
を
行
い
ま
す
。

実
施
施
設

さ
い
と
う
医
院
内　

あ
ん
ず
保

育
室
【
朝
日
町
11
‐
１
（
☎
�

０
２
２
８
）】

対
象
児
童　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
生
後
８
週
間
か
ら
小
学
校
３

年
生
ま
で
の
子
ど
も（
た
だ
し
、

利
用
当
日
に
保
育
所
入
所
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
）

※　

市
外
在
住
で
も
、
子
ど
も
が

市
内
の
保
育
所
・
小
学
校
に
通

所
・
通
学
し
て
い
る
場
合
は
利

用
で
き
ま
す
。

定
員　
４
人

利
用
で
き
る
日
時

月
～
土
曜
日

午
前
８
時
15
分
～
午
後
６
時

（
土
曜
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

休
室
日

日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

利
用
料　
１
日
２
、
０
０
０
円

（
飲
食
費
を
除
く
。）

※　

生
活
保
護
世
帯
又
は
市
民
税

非
課
税
世
帯
は
無
料
、
市
民
税

課
税
で
所
得
税
非
課
税
世
帯
は

１
、
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の　
母
子
手
帳
・
健

康
保
険
証
・
着
替
え
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
あ
ん
ず
保
育
室

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
ま
で
の
手
続　
利
用
す
る
に

は
、
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。

登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

登
録
申
込
書
は
、
市
内
各
保

育
所
・
市
内
各
小
児
科
医
院
・

本
庁
子
育
て
支
援
課
及
び
各
支

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

登
録
料　
無
料

利
用
方
法

⑴　

あ
ん
ず
保
育
室
へ
電
話
で
利

用
予
約
を
す
る
。

⑵　

か
か
り
つ
け
の
病
院
で
診
療

情
報
提
供
書
を
書
い
て
も
ら
う

（
有
料
）。

⑶　

利
用
申
込
書
と
診
療
情
報
提

供
書
を
あ
ん
ず
保
育
室
に
提
出

し
、
病
児
・
病
後
児
保
育
を
利

用
す
る
。

利
用
予
約
時
間

・
前
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

６
時

・
当
日
の
午
前
９
時
30
分
ま
で

※　

定
員
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
そ

れ
以
降
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

登
録
・
問
い
合
わ
せ
先

・
本
庁
子
育
て
支
援
課
保
育
係

（
☎
�
９
３
３
０
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

市
税
の
電
子
申
告
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い

子
育
て

病
児
・
病
後
児
保
育
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い



♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣ ♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣
♧

♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣♧♣

広報はまだ：平成26年10月号　　　16

安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

コラムコラム子 育 て

子どもを感染症から守るために
　予防接種は、子ども自身が免疫をつくって病
気を予防するのに役立ちます。感染症の中には
かかると重症化したり、後遺症が残ったり、と
きには命にかかわる病気もあります。予防接種
で免疫をつけ、感染症にかからないようにしま
しょう。
日本脳炎予防接種について
　日本脳炎は、人から直接ではなく、ブタなど
の体内で増えた日本脳炎ウイルスが蚊によって
媒介され感染する病気です。感染者のうち100
人から1,000人に１人が脳炎を発症し、そのう
ち約20％から40％程度の割合で命を落とすこと
があります。また、神経の後遺症を残すことも
多い病気です。
　定期予防接種対象者となる３歳から７歳半未
満の子どもは第１期（３回）、９歳以上13歳未満
の子どもは第２期（１回）の予防接種を受けま
しょう。
日本脳炎の予防接種の機会を逃した人は
　日本脳炎の予防接種は、接種後に重い病気に
なった事例があったことから、平成17年度から
21年度まで積極的な接種勧奨が控えられていま
した。このため平成７年４月２日から平成19年
４月１日生まれの人は接種回数が不足している

場合があります。母子手帳を確認し接種が完了
していない場合は、20歳になるまでの間に不足
分を無料で接種することができます。
麻しん風しん予防接種について
　麻しんは感染力が強く、予防接種を受けない
と、多くの人がかかる病気です。また風しんは、
特に予防接種の機会がなかった20歳から40歳代
の男性がかかる場合が多いようです。妊娠中の
女性が風しんに感染すると、生まれてくる子ど
もが先天性風疹症候群（白内障・先天性疾患・
難聴など）になることがあります。
　定期予防接種対象者となる１歳の子どもと年
長児相当の子どもは、ＭＲ（麻しん風しん）予
防接種を受けましょう。
　定期予防接種対象者以外の人でも、自分と家
族、周りの人を風しんから守るために、風しん
の予防接種を任意で受けることができます。風
しんワクチンを接種していない人や１回接種だ
けの人は、麻しんワクチンの接種回数も不十分
で、麻しんに対する免疫も弱いことが多いため、
ＭＲ予防接種をお勧めします。なお、任意の予
防接種費用は自己負担となりますので、かかり
つけ医に相談してください。

（本庁子育て支援課）

※　次回11月号は、『健康』についてのコラムを掲載します。

　

専
門
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
会
・

講
演
会
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会

に
不
妊
に
関
す
る
悩
み
を
相
談
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

開
催
日　
10
月
25
日
㈯

場
所　
浜
田
保
健
所

講
演
会
・
交
流
会

時
間午

後
１
時
20
分
～
４
時
10
分

場
所　
多
目
的
室

専
門
医
師
の
個
別
相
談（
要
予
約
）

時
間午

前
10
時
45
分
～
午
後
４
時

※　

午
後
１
時
か
ら
３
時
15
分
の

間
は
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
た

め
個
別
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
。

場
所　
会
議
室

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

※　

詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
閲
覧
で
き
ま
す
。
ご
不
明
な

点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.pref.shim

ane.
lg.jp/kenko/

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

県
健
康
推
進
課

（
☎
０
８
５
２
�
５
３
２
４
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
３
２
８
）

Em
ail:kenkosuishin@

pref.
shim

ane.lg.jp

　

移
植
医
療
は
、
医
療
者
と
患
者

だ
け
で
な
く
、
第
三
者
か
ら
の
善

意
に
よ
る
提
供
か
ら
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。

　
「
提
供
し
た
い
」・「
提
供
し
た

く
な
い
」
ど
ち
ら
も
一
人
ひ
と
り

の
平
等
で
大
切
な
意
思
で
す
。
推

進
月
間
中
に
、
自
分
の
気
持
ち
、

大
切
な
家
族
の
気
持
ち
を
、
家
族

で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
は
、
臓

器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
、
運
転

免
許
証
・
健
康
保
険
証
の
裏
面
の

意
思
表
示
欄
に
記
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

し
ま
ね
ま
ご
こ
ろ
バ
ン
ク

（
☎
０
８
５
３
�
２
５
５
６
）

予防接種を受けましょう！

不
妊
治
療
個
別
相
談
会
・

講
演
会
を
開
催
し
ま
す

健
康
・
福
祉

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推
進

月
間
・
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月

間
で
す
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人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
定
期
予
防
接
種

　

高
齢
者
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象

・
65
歳
以
上
の
市
民

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
民
で

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
・
免
疫

機
能
障
害
が
あ
っ
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
相
当
の
人

※　

保
険
証
（
住
所
・
生
年
月
日

な
ど
を
証
明
す
る
も
の
）・
免
除

証
明
書
（
必
要
な
人
の
み
）・
身

体
障
害
者
手
帳
（
必
要
な
人
の

み
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
平
成

27
年
１
月
31
日
㈯

※　

開
始
時
期
は
、
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数　
１
回

接
種
料
金　
１
、
５
０
０
円

（
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
）

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

幼
児
を
対
象
と
し
た
任
意
予
防
接

種
費
用
の
助
成

　

幼
児
を
対
象
と
し
た
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
任
意
予
防
接
種
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

※　

接
種
日
に
１
歳
以
上
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

※　

対
象
者
に
は
、
お
知
ら
せ
と

助
成
券
を
送
付
し
ま
す
。

対
象
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
平
成

27
年
１
月
31
日
㈯

助
成
額　
１
回
１
、
０
０
０
円

※　

１
人
最
大
２
回
分
の
費
用
を

助
成
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

接
種
を
希
望
す
る
人
へ

　

予
防
接
種
の
効
果
や
副
反
応
な

ど
を
十
分
理
解
し
た
上
で
、
接
種

す
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
く
だ

さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
完

全
に
予
防
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
重
症
化
の
防
止
に
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応

　

注
射
し
た
部
分
が
腫
れ
る
、
熱

が
出
る
な
ど
の
症
状
が
み
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ま
れ

に
重
篤
な
症
状
（
脳
脊
髄
炎
な
ど
）

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
痘
予
防
接
種

　

幼
児
に
対
す
る
水
痘
予
防
接
種

が
、
10
月
１
日
か
ら
国
の
制
度
に

基
づ
く
定
期
予
防
接
種
に
な
り
ま

す
。

対
象　
１
歳
以
上
３
歳
未
満

※　

今
年
度
に
限
り
、
３
歳
以
上

５
歳
未
満
で
、
こ
れ
ま
で
１
回

も
接
種
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、

１
回
接
種
が
で
き
ま
す
。

接
種
回
数　
１
～
２
回

※　

こ
れ
ま
で
の
接
種
回
数
、
年

齢
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

接
種
料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

接
種
実
施
医
療
機
関

左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※　

予
約
が
必
要
な
医
療
機
関
、

通
院
や
入
院
患
者
を
優
先
す
る

医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

実施医療機関一覧表 ◎は、事前に予約が必要です。

医療機関名 住所 電話番号 インフルエンザ 水痘高齢者 幼児
池田ひ尿器科皮ふ科医院 朝日町 �５３５３ ◎
うのピアノクリニック 宇野町 �１９１１ ◎
大石内科医院（注１） 黒川町 �０３１３ ○
大橋整形外科医院 長沢町 �２１５０ ○
岡本胃腸科内科医院 長沢町 �５５５５ ○
沖田内科医院 蛭子町 �０７６７ ○
沖田病院 殿町 �１５５５ ◎
笠田医院 牛市町 �１６２１ ◎ ◎
神田小児科医院 殿町 �０３１８ ◎ ◎ ◎
北村内科クリニック 国分町 �２２５７ ◎ ◎
小池医院 日脚町 �１０２０ ◎ ◎ ◎
さいとう小児科内科医院 朝日町 �０２２８ ◎ ◎ ◎
さかね内科 殿町 �２２３４ ○
さわだこどもクリニック 国分町 �３７７７ ◎ ◎ ◎
島田病院 殿町 �２５１１ ◎
すみれ小児科 熱田町 �１００６ ◎ ◎ ◎
国民健康保険大麻診療所 西村町 �００１４ ◎ ◎ ◎
心療内科田中クリニック 長沢町 �１６５０ ◎ ◎
中村医院 片庭町 �１１８３ ○
中村胃腸科内科医院 笠柄町 �８０００ ○
中村呼吸器内科医院 内村町 �４５９３ ◎ ◎ ◎
中村整形外科 殿町 �３３２５ ◎
中山産婦人科医院 殿町 �００７１ ◎
西川胃腸科内科医院 相生町 �０１００ ◎
西川病院（注１） 港町 �２３９０ ◎
能美クリニック（注１） 天満町 �３２３１ ◎
浜田医療センター（注１）浅井町 �０５０５ ◎ ◎
半田医院 港町 �０２８８ ◎
真鍋医院 国分町 �００３１ ○
丸山内科クリニック 相生町 �１１１５ ○
三隅整形外科医院 治和町 �１５７７ ○
都医院 治和町 �０１００ ○ ◎ ◎
彌重内科眼科医院 高田町 �１５２７ ◎ ◎ ◎
やすぎクリニック 下府町 �１９１１ ◎ ◎
山根病院 熱田町 �０６８８ ◎
金城沖田医院 金城町七条 �１８００ ○
国民健康保険波佐診療所 金城町波佐 �０００１ ◎ ◎ ◎
国民健康保険あさひ診療所 旭町丸原 �０００２ ◎ ◎ ◎
酒井外科内科医院 旭町今市 �０２２２ ◎ ◎ ◎
浜田市国保弥栄診療所 弥栄町木都賀 �５００１ ◎ ◎ ◎
寺井医院 三隅町三隅 �００３８ ◎ ◎ ◎
中村医院 三隅町三隅 �００２１ ◎ ◎
野上医院 三隅町三隅 �００３１ ◎ ◎ ◎
山根病院三隅分院 三隅町岡見 �４３４３ ◎ ◎
びおら小児科 江津市 0855�5355 ◎ ◎ ◎
上田医院 邑南町 0855�0070 ○
※　（注１）は、通院・入院患者のみ対象です。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
水
痘
予
防

接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ
で
す
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　11月以降のがん検診の日程は、「平成26年度各種
健（検）診日程表」をご覧ください。
※　浜田市に住民票がある人は、市が実施する各種

がん検診を、無料で受診することができます。
問い合わせ先

本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会　場

弥
栄10月８日㈬

8:00～　9:00 老人福祉センター
9:30～10:30 弥栄会館

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。受
診６時間前には必ず食事を済ませてください。午後か
らの受付については、検診当日の軽い朝食は結構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・

ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこなど

子宮頸がん検診
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピローマ
ウイルス）検査を無料で受けることができます。

【医療機関で受診する場合】
対象　20歳～49歳の女性
実施期間　平成27年２月27日㈮まで
受託医療機関　江木医院（☎�１１８１）

中山産婦人科医院（☎�００７１）
※　診療時間内は、予約不要です。
時間外診療

中山産婦人科医院　10月６日㈪　17:00～18:30
※　前日までに予約が必要です。

【検診車で受診する場合】（予約不要）
対象　20歳以上の女性

実施日 受付時間 会　場

浜
田10月４日㈯

9:30～11:30
市役所本庁駐車場

13:00～15:00

金
城10月19日㈰ 9:30～11:30 みどりかいかん

三
隅10月18日㈯

9:30～11:30
三隅保健センター

13:00～15:00

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人及び

クーポン券が送付された人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先が

異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成27年２月27日㈮まで
毎週月・水・金曜日、第２・４火曜日
検診当日受付時間　14:00～14:30

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会　場

金
城10月19日㈰ 9:00～11:30 みどりかいかん

旭10月17日㈮
9:00～11:30

旭保健センター
13:00～15:00

三
隅

10月１日㈬
9:00～11:30 みのり会館

13:00～15:00 白砂公民館

10月２日㈭
9:00～11:30 岡見公民館

13:30～14:30 黒沢公民館

10月３日㈮
9:00～11:30

三保公民館
13:00～15:00

10月18日㈯
9:00～11:30

三隅保健センター
13:00～15:00

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）を
受けられません。

・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・ＶＰシャント術後（水頭症のための脳室シャント）

肺がん検診（予約不要）
【Ｘ線検査】対象　40歳以上
【喀痰検査】対象　50歳以上で次のいずれかに該当する人

①喫煙指数（１日の喫煙本数×喫煙年数）が600以上の人
②６か月以内に血痰があった人

実施日 受付時間 会　場

弥
栄10月22日㈬

14:00～14:15 老人福祉センター
14:45～15:00 弥栄会館

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
と
そ
の

予
備
群
と
な
る
人
を
早
期
に
発
見

し
、
改
善
の
指
導
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣

病
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
特
定

健
診
を
受
け
、
現
在
の
健
康
状
態

を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　
今
年
度
40
歳
か
ら
74
歳
に

な
る
国
民
健
康
保
険
加
入
者

※　

社
会
保
険
加
入
者
は
、
持
っ

て
い
る
保
険
証
を
発
行
し
た
保

険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※　

75
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
で
健
康
診
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

受
診
期
間　
11
月
29
日
㈯
ま
で

受
診
料　
平
成
25
年
か
ら
27
年
の

３
年
間
は
健
診
費
用
は
無
料
で

す
（
無
料
で
健
診
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
年
１
回
の
み

で
す
）。

受
診
に
必
要
な
も
の

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
特
定
健
康
診
査
受
診
券

※　

受
診
券
が
な
い
場
合
は
、
再

発
行
し
ま
す
。

検
査
項
目

基
本
的
な
健
診　
問
診
・
身
体
計

10月各種がん検診の日程

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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測
・
診
察
・
血
圧
測
定
・
尿
検

査
・
脂
質
検
査
・
肝
機
能
検
査
・

尿
酸
検
査
・
腎
機
能
検
査
（
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
）・
血
糖
検
査

詳
細
な
健
診　
貧
血
検
査
・
心
電

図
検
査
・
眼
底
検
査

※　

眼
底
検
査
は
、
医
師
が
必
要

と
認
め
た
人
の
み
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

　

難
病
は
、
誰
も
が
発
症
す
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。

　

難
病
患
者
・
家
族
が
地
域
で
安

心
し
て
生
き
生
き
と
療
養
で
き
る

こ
と
を
目
的
に
、
難
病
の
新
し
い

制
度
や
治
療
研
究
な
ど
に
つ
い
て
、

難
病
を
取
り
巻
く
新
し
い
情
報
を

得
る
機
会
と
な
る
よ
う
島
根
県
難

病
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
10
月
11
日
㈯

午
後
１
時
15
分
～
４
時

受
付　
正
午
～

場
所　
い
わ
み
ー
る
４
階
４
０
１

研
修
室

内
容

⑴　

難
病
新
法
の
説
明

⑵　

活
動
紹
介

森
山
日
出
二
さ
ん
（
浜
田
圏
域

難
病
サ
ロ
ン
「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ

ン
」
代
表
）

⑶　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
イ
ム
～
楽

し
く
体
を
ほ
ぐ
そ
う
～

特
定
非
営
利
活
動
法
人
し
ま
ね

コ
ー
チ
ズ

⑷　

患
者
会
活
動
・
療
養
支
援
用

具
な
ど
の
紹
介
（
展
示
コ
ー
ナ

ー
）

⑸　

講
演
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
治
療
へ

の
期
待
」

小
黒
浩
明
さ
ん
（
島
根
大
学
医

学
部
附
属
病
院
内
科
学
第
三
神

経
内
科
講
師
・
副
診
療
科
長
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病
支
援

課
（
☎
�
５
５
５
４
）

　

こ
の
講
座
は
、
精
神
障
が
い
者

の
生
活
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
疾
患
や
精
神
障
が
い
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
共
に
生
き

る
地
域
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

定
員　
先
着
30
人
（
原
則
、
４
回

の
講
座
を
全
て
受
講
で
き
る
人
）

※　

経
験
や
資
格
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。

※　

第
１
・
２
回
は
公
開
講
座
と

し
ま
す
。

受
講
料　
無
料

修
了
証
書　
４
回
の
講
座
を
全
て

受
講
し
た
人
に
交
付
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
17
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
保
健
所
健
康
増
進
課

中
永
さ
ん
（
☎
�
５
５
５
０
・

▢FAX
�
７
０
０
９
）

講座内容
回 日時・場所 内　　容

１

10月28日㈫
13:30～16:00
浜田保健所

３階多目的室

こころの病気について理解を深めよう
・精神科専門医師によるこころの病気につい

ての講義

２

11月６日㈭
13:30～16:00
浜田保健所 

３階多目的室

こころの病気や障がいのある人への支援につ
いて考えよう
・精神科専門病院の相談員による精神障がい

者への支援と対応についてのお話

３

11月11日㈫ 
　　13日㈭ 
　　19日㈬ 

13:30～16:00
浜田圏域施設

地域の社会資源を知り交流しよう
・浜田圏域の施設での体験実習

（左記の日程のうち、いずれか１日）

４

11月26日㈬ 
13:30～16:00
浜田保健所 

３階多目的室

こころの健康ボランティアの役割について考
えよう
・ボランティアの活動と役割についての講義
・ボランティア組織の人の活動状況について

のお話

　

結
婚
や
育
児
な
ど
で
、
一
度
現

場
を
離
れ
た
歯
科
衛
生
士
の
復
職

を
応
援
す
る
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

当
日
は
、
意
見
交
換
や
相
談
・
質

問
の
時
間
も
あ
り
ま
す
。

対
象　
現
在
、
休
職
中
で
復
職
を

目
指
す
歯
科
衛
生
士

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
前
９
時
～
正
午

場
所　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲

内
容　
訪
問
歯
科
診
療
・
最
新
歯

科
治
療
・
歯
科
保
健
指
導
に
つ

い
て

定
員　
40
人
程
度

料
金　
無
料

申
込
締
切
日　
11
月
４
日
㈫

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
歯
科
医
師
会
事
務
局

（
☎
０
８
５
２
�
２
７
２
５
）

対
象　
就
業
を
希
望
す
る
看
護
職

員
な
ど

日
時　
10
月
８
日
㈬
・
11
月
12
日

㈬　

午
後
１
時
～
４
時

場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浜
田

内
容　
求
人
・
求
職
相
談
、
就
業

相
談
、
看
護
情
報
の
提
供
な
ど

担
当
者　
看
護
協
会
就
業
相
談
員

問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
８
５
１
０
）

島
根
県
難
病
フ
ォ
ー
ラ
ム
in

浜
田
を
開
催
し
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す

歯
科
衛
生
士
復
職
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

就
業
相
談
会
（
移
動
ナ
ー
ス

バ
ン
ク
）
を
開
催
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
給
付
対
象

に
な
る
と
思
わ
れ
る
人
に
対
し
、

６
月
中
旬
以
降
、
平
成
26
年
度
市

民
税
非
課
税
の
お
知
ら
せ
に
併
せ

て
、
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
給
す
る
に
は
、
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
書
に
記
載

の
給
付
対
象
者
が
給
付
金
を
受
け

る
資
格
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

給
付
対
象
者　
平
成
26
年
１
月
１

日
に
お
い
て
浜
田
市
に
住
民
票

が
あ
り
、
次
の
条
件
を
満
た
す

人
（
た
だ
し
、
生
活
保
護
受
給

者
は
除
く
。）

・
平
成
26
年
度
の
市
民
税
が
非
課

税
の
人

・
平
成
26
年
度
の
市
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
親
族
な

ど
に
な
っ
て
い
な
い
人

給
付
額　
給
付
対
象
者
１
人
に
つ

き
１
万
円

給
付
額
の
加
算　

加
算
対
象
者

（
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給

者
）
１
人
に
つ
き
５
千
円

※　

申
請
書
が
手
元
に
届
い
て
い

な
い
人
で
、
自
身
が
臨
時
福
祉

給
付
金
の
給
付
対
象
に
な
る
と

思
わ
れ
る
人
は
、
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証

な
ど
）
を
持
参
の
上
、
来
庁
し

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ

Ｍ
（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
な
ど
の
現
金
自
動
預
け

払
い
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す

る
こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

・
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
、
臨

時
福
祉
給
付
金
の
給
付
の
た
め
、

手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る

こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

・
臨
時
福
祉
給
付
金
実
施
本
部

（
☎
�
８
５
８
８
）

【
第
２
東
分
庁
舎
１
階
（
市
役

所
駐
車
場
法
務
局
側
）】

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

　

様
々
な
事
情
で
、
家
族
と
一
緒

に
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
子

ど
も
た
ち
を
、
家
庭
的
な
環
境
の

中
で
養
育
し
て
も
ら
え
る
里
親
を

求
め
て
い
ま
す
。
１
泊
２
日
か
ら

１
か
月
と
い
っ
た
短
期
間
の
養
育

も
あ
り
ま
す
。
特
別
な
資
格
は
不

要
で
す
が
、
研
修
を
受
講
し
、
本

人
や
同
居
人
が
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
こ
と
、
経
済
的
に
困
窮
し

て
い
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

里
親
の
種
類

養
育
里
親　
子
ど
も
が
親
と
一
緒

に
生
活
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま

で
養
育

養
子
縁
組
里
親　
養
子
縁
組
に
よ

り
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望

そ
の
ほ
か　
専
門
里
親
・
親
族
里

親
里
親
に
な
る
ま
で
の
流
れ

①
児
童
相
談
所
へ
相
談
す
る

②
家
庭
訪
問
・
調
査
を
受
け
る

③
研
修
を
受
講
す
る

④
申
請
書
類
を
提
出
す
る

⑤
社
会
福
祉
審
議
会
の
意
見
聴
取

を
受
け
る

⑥
里
親
認
定
・
登
録
さ
れ
る

⑦
子
ど
も
の
養
育
を
す
る

※　

子
ど
も
が
好
き
で
、
愛
情
と

熱
意
を
持
ち
、
真
心
を
込
め
て

養
育
し
て
も
ら
え
る
人
の
連
絡

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
児
童
相
談
所

（
☎
�
３
５
６
０
）

　

ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
な
ど

貧
困
と
共
に
生
き
る
子
ど
も
た
ち

を
知
る
た
め
の
「
幸
せ
の
種
ま
き

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
文
部
科
学
省
後

援
）」
の
学
習
活
動
と
し
て
、
Ｓ
Ｙ

Ｄ
が
出
前
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

※　

Ｓ
Ｙ
Ｄ
と
は
、
明
治
39
年
に

創
立
さ
れ
、
平
成
23
年
に
公
益

財
団
法
人
と
し
て
内
閣
府
か
ら

認
可
さ
れ
た
社
会
教
育
団
体
で

す
。

日
時　
10
月
４
日
㈯

午
後
０
時
30
分
～
２
時

場
所　
第
二
中
学
校
体
育
館

演
題　
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン

を
通
し
て
知
る
国
際
社
会

講
師　
青
木
富
造
さ
ん
・
山
口
千

恵
子
さ
ん
（
Ｓ
Ｙ
Ｄ
講
師
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

・
第
二
中
学
校
（
☎
�
１
２
６
８
）

・
本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

人
権
意
識
の
高
揚
と
啓
発
に
活

用
す
る
た
め
、
人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容　

日
常
生
活
の
中
で
、

人
権
尊
重
を
呼
び
掛
け
る
標
語

対
象　
市
内
在
住
の
人

※　

小
・
中
学
生
は
、
学
校
を
通

じ
て
作
文
や
ポ
ス
タ
ー
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
除
き
ま
す
。

応
募
締
切
日

10
月
31
日
㈮
当
日
消
印
有
効

応
募
方
法　
は
が
き
に
標
語
（
１

人
３
点
以
内
）・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
電
話
番
号
を

記
入
の
上
、
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

表
彰
・
発
表　
入
賞
作
品
は
、
応

募
者
本
人
に
通
知
し
、
表
彰
し

ま
す
。
ま
た
、『
広
報
は
ま
だ
』

及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

し
ま
す
。

※　

作
品
は
、
未
発
表
の
自
己
作

品
に
限
り
ま
す
。

※　

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

応
募
作
品
の
著
作
権
は
浜
田
市

に
帰
属
し
、
啓
発
活
動
に
活
用

し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
【
〒
６
９
７
‐
８
５
０
１

殿
町
１
番
地（
☎
�
９
１
６
０
）】

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
は

お
済
み
で
す
か

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
10
月
は
里
親
月
間
で
す

人
権

人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

人
権
尊
重
標
語
を

募
集
し
ま
す
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安
全
安
心

産
　
　
　
業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年
　
　
　
金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住
　
　
　
宅

人
　
　
　
権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

超
高
齢
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、

介
護
や
在
宅
医
療
、
ま
た
誰
も
が

い
ず
れ
は
「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
と

し
て
暮
ら
す
可
能
性
が
高
く
な
っ

た
現
在
、
男
女
が
お
互
い
に
尊
重

し
あ
い
な
が
ら
生
活
す
る
た
め
に
、

不
安
を
安
心
に
変
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　
10
月
26
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
（
金
城

町
）

演
題　
お
ひ
と
り
様
で
も
最
期
ま

で
在
宅
～
認
知
症
の
人
の
暮
ら

し
と
人
生
を
支
え
る
～

講
師　
中
澤
ま
ゆ
み
さ
ん
（
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
・
ラ
イ
タ
ー
）

料
金　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
27
年

４
月
に
小
学
校
入
学
予
定
の
児
童

（
平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

21
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
）
の
健
康
診
断
を
各
小
学
校
で

実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
家
庭
に
「
平
成
27
年

度
入
学
予
定
者
健
康
診
断
実
施
通

知
書
」
を
10
月
上
旬
に
送
付
し
ま

す
。
10
月
15
日
㈬
ま
で
に
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
や
、
病
気
・
そ

の
ほ
か
の
事
情
で
就
学
が
困
難
な

場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
学
校
教
育
課
学
事
保
健
係

（
☎
�
９
７
１
０
）

　

国
際
交
流
員
の
王
恒
さ
ん
と
簡

単
な
お
や
つ
を
一
緒
に
作
り
、
楽

し
く
食
べ
な
が
ら
中
国
の
食
に
ま

つ
わ
る
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
18
日
㈯

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
２
５
０
円

（
小
学
生
以
下
１
０
０
円
）

（
会
員
１
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
15
日
㈬

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・

モ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
英
語
の
テ
キ
ス

ト
を
見
な
が
ら
、
単
語
や
フ
レ
ー

ズ
な
ど
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

昼
の
部

日
時　
10
月
15
日
㈬
・
29
日
㈬
・

11
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
・
12
月

15
日
㈪
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
10
月
22
日
㈬
・
11
月
５
日

㈬
・
19
日
㈬
・
12
月
５
日
㈮
・

17
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
10
日
㈮

　

国
際
交
流
員
の
キ
ン
バ
リ
ー
・

モ
ー
ガ
ン
さ
ん
と
一
緒
に
フ
リ
ー

ト
ー
ク
を
し
て
、
英
語
力
を
よ
り

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
。

昼
の
部

日
時　
10
月
22
日
㈬
・
11
月
５
日

㈬
・
19
日
㈬
・
12
月
５
日
㈮
・

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会

（
☎
�
１
２
４
１
）

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
し

た
学
校
給
食
を
、
浜
田
自
治
区
内

の
小
・
中
学
校
へ
配
送
し
、
回
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
を
募

集
し
ま
す
。

入
札
日　
10
月
27
日
㈪

申
込
締
切
日　
10
月
10
日
㈮

申
込
方
法　
浜
田
市
学
校
給
食
会

事
務
所
に
来
所
い
た
だ
き
、
仕

様
書
を
確
認
の
上
、
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※　

入
札
参
加
条
件
な
ど
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
市
学
校
給
食
会

磯
野
さ
ん
（
☎
�
８
６
０
０
）

17
日
㈬
（
全
５
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

夜
の
部

日
時　
10
月
15
日
㈬
・
29
日
㈬
・

11
月
12
日
㈬
・
26
日
㈬
・
12
月

15
日
㈪
（
全
５
回
）

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
15
人

参
加
費　
１
、
０
０
０
円

（
会
員
５
０
０
円
）

申
込
締
切
日　
10
月
10
日
㈮

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を

開
催
し
ま
す

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

小
学
校
入
学
予
定
者
の
健
康

診
断
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

中
国
サ
ロ
ン

～
食
に
ま
つ
わ
る
話
～

英
国
語
講
座w

ith

キ
ン
バ
リ
ー
（
初
級
）

英
国
語
講
座w

ith

キ
ン
バ
リ
ー
（
中
級
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
給
食

輸
送
業
者
を
募
集
し
ま
す
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旭温泉あさひ荘のオープニングセレモニーを
実施しました（８月３日） 溝口善兵衛島根県知事に島根県立大

学学部増設の要望を行いました
（８月７日）

全国大会に出場される皆さんを激励しました（８月11日・18日）【写真、左から空手大会出場の中島銀樹郎さん（上府小）・湯浅友哉さん（石見小）・
佐々木瑠尉さん（上府小）、陸上大会出場の川畑侑大さん（三階小）・佐々木悠斗さん（三階小）・戸津川音愛さん（原井小）・拝上芽生さん（上府小）・
官澤ひなのさん（美川小）・尾崎千里さん（国府小）、柔道大会出場の髙山ひかりさん（三隅中）・清井真央さん（第三中）・渡部彩乃さん（第一中）】

坂根正弘氏からの寄附で創設した「坂根
正弘奨学金」の認定通知書を交付しまし
た（８月16日）

浜田藩歴代藩主の墓参りを行いまし
た（８月13日）

人権・同和問題を考える女性の集いに出
席しました（８月24日）

2014石州浜っ子夏まつりを開催しました
（8月２日：広島市・松阪市との交流会）

沖合底曳網漁船の安全操業祈願祭及び出漁式
に出席しました（８月15日）

広島カープＯＢ会浜田市野球教室に出席しま
した（８月18日） はまだ市民福祉大会に出席しました

（８月31日）

市長日記元気な浜田をつくります （平成26年８月）
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　８月15日㈮に弥栄会館で弥栄自治区成人式が、８月14日㈭に三隅中央会館で三隅自治区成人式が、それぞれ
開催されました。

弥栄自治区の成人式には、新成人16人が出席しました。
式典では、来賓の皆さんからの祝詞に続き、新成人を代表し

て緒
お

方
が た

彩
さ

貴
き

さんが「弥栄が故郷であることを忘れず、いつまで
も誇りを持ち、郷土のために尽くしていきたい」と誓いの言葉
を述べました。

式典終了後、小・中学校時代の恩師を囲み、郷土料理を食べ
ながら、久しぶりに会った仲間と、当時の懐かしい思い出を語
り合いました。 謝辞を述べる緒方彩貴さん

小学校卒業時に書いた自分宛の手紙を読む新成人

謝辞を述べる神由貴さん

　三隅自治区の成人式には、新成人44人が出席しました。
　式典は、小学校卒業時の担任の先生による呼名に始まり、来
賓の皆さんからの祝詞に続いて、新成人を代表し神

じ ん

由
ゆ う

貴
き

さんが
「今の自分に満足することなく日々成長していきたい」と謝辞
を述べました。
　式典終了後、浜田市出身のオペラ歌手・志

し

田
だ

尾
お

恭
や す

子
こ

さんのコ
ンサートや、小・中学校時代の恩師からのビデオメッセージを
鑑賞し、心に残る成人式となりました。

成人式が終わり、みんなでハイポーズ！真剣な表情で式典に出席しました

みんなで記念撮影

まちのわだい♥Town Topics

平成26年度 成人式（弥栄自治区・三隅自治区）

弥栄自治区成人式

三隅自治区成人式
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　８月30日㈯、親子deきちゃん祭
さ い

が浜田公民館で開催されまし
た。これは４・５歳児と保護者を対象に、浜田公民館と島根県
立大学ＢＢＳサークルの共同企画として、初めて行われました。
　当日は、最初にＢＢＳサークルの人形劇を鑑賞した後、うち
わで風船を打ち合ったり、２人で風船を挟んで運んだりする、
親子で協力して楽しめる６つのゲームに取り組み、会場は参加
者の笑顔であふれていました。イベントの最後には、公民館長
から子どもたちに終了証書とメダルが手渡されました。

親子で協力して風船を運ぶゲームに挑戦

　８月24日㈰、岡見子ども神楽共演大会が岡見公民館で開催さ
れました。この大会は、子どもたちの健全育成と伝統芸能の継
承を目的に行われ、今年で５回目となりました。
　当日は、子ども神楽社中３団体と三隅小学校神楽クラブの計
４団体が10演目を上演しました。
　主催者の子ども神楽「岡見てんつくてん」代表の齋藤篤さん
は、「今まで多くの子どもたちが神楽を学び育ちました。これ
からも神楽を通じ、子どもたちの成長を見守っていきたい」と
話していました。石見神楽「岩戸」を上演する岡見てんつくてん

　８月23日㈯・24日㈰、ライジングサンスポーツ王国が旭町今
市の旭運動公園と市民体育館で開催されました。このイベント
は、スポーツを通じて地域の活性化と交流の輪を広げようと始
められました。
　今回は、30回目を迎えた大会を記念し、北海道から雪合戦の
選手を招いて、子どもを対象とした雪合戦教室が行われ、選手
から基本動作について学びました。また、地元商工会青年部に
よる太鼓の演奏や各種のスポーツイベントが行われ、記念大会
にふさわしく、大いに盛り上がりました。 雪合戦の指導を受ける児童

宝探しゲームに参加する子どもたち

　８月23日㈯、グリーンカーペットフェスティバル㏌すふが周
布小学校で行われました。このイベントは、校庭の芝生化に伴
い、芝生を活かした地元の交流活動を行いたいと、周布公民館
が主催し毎年開催されています。
　当日は、青々と茂った芝生の上で、第三中学校吹奏楽部など
による演奏や宝探しゲーム、尻相撲や下駄飛ばしなど、盛りだ
くさんのイベントが行われました。また、地元の人や小学校Ｐ
ＴＡなどによる屋台も出店され、参加者は夏休みの校庭でのイ
ベントを楽しみました。

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

からだ・あたまを柔らかく
～ 親子deきちゃん祭 ～

はまだ

みすみ伝統芸能をとおして学び育つ
～ 第５回岡見子ども神楽共演大会 ～

旭の夏の風物詩
～ ライジングサンスポーツ王国 ～

あさひ

はまだ芝生で地域交流
～ グリーンカーペットフェスティバル㏌すふ ～
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　８月19日㈫、元気っ子！わくわくクッキング教室が雲城公民
館で開催され、金城中学校の１・２年生20人が参加しました。
この教室は、食育講座・調理実習を通して、日頃の食生活を振
り返り、より良い食生活を送るための実践力を身に付けてもら
おうと、金城げんきっ子運動推進委員会が主催しました。
　この日は、生徒へのアンケートで人気の高かった給食メ
ニューのタンドリーチキンやサラダを、班ごとに協力して調理
しました。生徒は、「栄養バランスの大切さを学んだ」「みんな
で作って、とてもおいしかった」などと話していました。 みんなで協力し、手際よく調理しました

　８月18日㈪から20日㈬まで、弥栄っ子夏合宿が弥栄会館で行
われました。この合宿は、共同生活をとおして仲間をつくり、
学習能力を高め、将来自立することができる弥栄っ子に成長し
てほしいと、安城公民館が毎年開催しています。
　今年は小中学生36人が参加し、学習の時間には、島根大学生
やスタッフから難しい宿題などを分かりやすく教えてもらいま
した。あわせて、防災事業の一環として、社会福祉協議会弥栄
支所や日本赤十字社島根県支部などの協力により、ビニール袋
を使った炊飯など、災害時の炊き出し体験を行いました。ビニール袋を使った炊飯を体験する子どもたち

熱のこもった指導を受けました

　８月17日㈰、三隅川フェスタが三隅公民館で開催されました。
これは、三隅川の保全活動を進めているグループ「みず澄まし
三隅」が、子どもたちに三隅川に触れ、親しんでもらうことを
目的として、毎年開催しています。
　当日は、前日まで降り続いた雨の影響により、会場を予定し
ていた三隅川から三隅公民館に変更して行われました。
　特設プールでは、アユ・モクズガニのつかみ取りがあり、参
加した子どもたちは、ふだん触れることの少ない生きた魚やカ
ニを歓声を上げながら捕まえていました。特設プールでアユを追いかける子どもたち

　８月18日㈪、2014広島カープＯＢ会浜田市野球教室が市野球
場で開催されました。この教室は、スポーツ少年団と中学校野
球部を対象に浜田市体育協会が開催しており、今年は８チーム
約110人が参加しました。
　当日は、地元出身の佐々岡さんをはじめ広島カープＯＢ会14
人により、バッティング・守備・ピッチングなどに分かれて指
導が行われました。子どもたちは、元プロ野球選手の熱のこもっ
た指導を真剣に聞き、練習に取り組んでいました。野球教室の
後には、浜田市選抜壮年チームとの交流試合も行われました。

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

食の大切さ、楽しさを学ぶ
～ 元気っ子！わくわくクッキング教室 ～

かなぎ

やさか子どもたちと非常食づくり
～ 弥栄っ子夏合宿in弥栄会館！ ～

名プレーヤーが指導
～ 広島カープＯＢ会浜田市野球教室 ～

はまだ

みすみ水に親しむ！生き物に触れる！
～ 生きているぞ！三隅川フェスタ ～
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　８月15日㈮、弥栄ふるさとまつりが弥栄支所前イベント広場
で開催されました。この祭りは、帰省者と地元の交流を目的に
毎年行われ、今年は約2,000人の来場者がありました。
　当日は、あいにくの雨となり、田ばやしや俵投げなど一部の
アトラクションが中止になりましたが、浜田ＰＲ大使・山崎て
いじさんの歌謡ショー、景品付き餅まきや石見神楽では多くの
人が集まり、会場は盛会となりました。また、ふれあいコーナー
では、地元集落や有志の皆さんによる出店があり、来場者はふ
るさとの味を楽しんでいました。 元気な踊りで会場は盛り上がりました

　８月９日㈯、健康講演会が波佐公民館で開催されました。こ
れは、島根大学医学部の「地域医療研究会」のメンバーが、実
地研究の一環として行ったもので、約60人の参加がありました。
　「笑いと健康について」と題した講演では、笑顔は脳の活性
化やストレス低下につながり、“がん”の免疫に重要なＮＫ細
胞を活性化させる力があるので、いつも笑顔を心掛けること、
発想の転換を大切にすることが重要という話がありました。引
き続き、参加者と一緒に笑いの発声練習が行われ、会場内には
大きな笑い声が響き渡りました。医学部の学生も地域の人と一緒に大笑い

　８月３日㈰、建て替えを進めていた旭温泉「あさひ荘」が完
成し、オープニングセレモニーが行われました。新築されたあ
さひ荘は、県産材を使用した木造施設となり、温泉の熱源とし
ては浜田市初の木質バイオマスボイラーが採用され、地元の森
林で生産された木質チップが燃料として使用されます。
　当日は、施設が無料開放され、入浴した来場者は、「木の香
りが心地いい」と話していました。また、恒例の温泉まつりも
併せて開催され、地元の皆さんによるバザーや石見神楽などが
行われ、来場者を楽しませていました。多くの入浴客でにぎわいました

　８月６日㈬から８日㈮まで、夏休み！ふるさと体験・友だち
づくり活動が行われ、浜田市・江津市の小学校５・６年生46人
が参加しました。島根県立大学生の企画・進行によるオリジナ
ルＴシャツ作りでは、参加者同士の交流を深めながら、みんな
で協力して作成しました。
　子どもたちは、農家に泊まったり、自然体験をしたりするな
ど３日間の共同生活をとおして、あいさつや片付け、地域の人
やお世話になった人へのお礼など、「ふるまい」の大切さを学び、
夏休みの楽しい思い出をたくさん作りました。 オリジナルのＴシャツを作りました

まちのわだい ♥Town Topics

あさひ地域の新たなシンボルの完成を祝う
～ あさひ荘リニューアルオープン ～

ふるさと弥栄にお帰りなさい
～ 弥栄ふるさとまつり ～

やさか

かなぎみんなで笑って元気になろう！
～ 地域医療研究会　健康講演会 ～

ふるまいの大切さを学ぶ
～ 浜田広域圏子ども交流事業 ～
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社
会
人
を
対
象
と
し
た
総
合
政
策

学
部
総
合
政
策
学
科
の
特
別
選
抜
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

募
集
人
員　
若
干
名

選
抜
方
法　
出
願
書
類
の
内
容
・
本

学
が
実
施
す
る
小
論
文
試
験
・
個

別
面
接
に
よ
り
総
合
的
に
評
価
し
、

合
否
を
決
定
し
ま
す
。

出
願
期
間

10
月
31
日
㈮
～
11
月
６
日
㈭

選
抜
期
日　
11
月
15
日
㈯　

※　

詳
し
く
は
、
募
集
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
室

（
☎
�
２
２
０
３
）

　

大
学
院
北
東
ア
ジ
ア
開
発
研
究
科

（
北
東
ア
ジ
ア
専
攻
・
地
域
開
発
政

策
専
攻
）
の
社
会
人
特
別
選
抜
試
験

を
実
施
し
ま
す
。

出
願
期
間　

平
成
27
年
１
月
８
日
㈭
～
16
日
㈮

選
抜
期
日　
平
成
27
年
１
月
31
日
㈯

※　

出
願
手
続
や
試
験
科
目
は
、
募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
務
学
生
課
（
☎
�
２
２
１
３
）

　

６
月
30
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で
、

「
島
根
県
立
大
学
夏
期
日
本
語
・
日

本
文
化
研
修
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

韓
国
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
台
湾
の
５

大
学
か
ら
11
人
の
学
生
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
本
学
の
交
流
協
定

校
な
ど
か
ら
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生

を
集
め
、
本
学
の
学
生
や
地
域
住
民

と
の
交
流
を
通
し
て
、
日
本
語
や
日

本
社
会
・
日
本
文
化
を
体
験
的
に
学

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
授
業
で
は
、
研
修
後
半
に

津
和
野
高
校
を
訪
問
し
、
高
校
生
に

日
本
語
で
自
国
紹
介
す
る
こ
と
を
目

標
に
準
備
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
研

修
生
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
で
日
本
語

　

島
根
県
立
大
学
の
初
の
試
み
と
し

て
、
醸
造
学
・
発
酵
学
・
食
文
化
論

で
執
筆
・
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
様
々
な

分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
農
学
博
士
、

小
泉
武
夫
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
特

別
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
16
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場　
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
講
堂

演
題　
発
酵
食
品
魔
法
の
力

講
師　
小
泉
武
夫
先
生

（
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
）

　

島
根
県
立
大
学
で
は
、
教
育
の
一

層
の
充
実
を
図
る
た
め
、「
島
根
県

立
大
学
未
来
ゆ
め
基
金
」を
設
置
し
、

基
金
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
も
ら
え
る

個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
か
ら
の
寄

附
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
基
金
は
、
学
生
の
海
外
研
修

及
び
海
外
留
学
に
対
す
る
支
援
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
地
域
貢

献
活
動
に
対
す
る
支
援
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
こ
の
基
金
を
活

用
し
創
設
し
た
「
海
外
留
学
奨
学
金
」

に
よ
り
、
学
生
７
人
が
ア
メ
リ
カ
の

２
大
学
（
ミ
ネ
ソ
タ
州
立
大
モ
ア

ヘ
ッ
ド
校
・
セ
ン
ト
ラ
ル
ワ
シ
ン
ト

ン
大
学
）、
韓
国
の
蔚
山
大
学
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

寄
附
の
方
法
な
ど
を
記
載
し
た
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
、
市
役
所
本
庁
や
各

支
所
自
治
振
興
課
に
置
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
も
し
ま
す
の
で
、
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

基
金
設
置
の
趣
旨
に
ご
理
解
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
島
根
県
立
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

財
務
課
（
☎
�
２
２
１
８
）

定
員　
５
０
０
人
程
度

入
場
料　
無
料

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
メ
ー
ル
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

は
が
き
・
電
話
で
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）・
連
絡
先（
電
話
番
号
な
ど
）

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
連
携
課
【
〒
６
９
７
‐
０
０

１
６　

浜
田
市
野
原
町
２
４
３
３

‐
２
（
☎
�
２
３
９
６
・
▢ＦＡＸ
�
２

２
０
８
）】

Em
ail:tiiki@

adm
in.u-shim

ane.
ac.jp

を
専
攻
し
て
お
り
、
高
い
日
本
語
力

を
持
っ
て
い
た
の
で
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
た
効
果

的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
、
本
学
の
学
生
サ
ポ
ー
タ
ー
と
意

見
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
協
力
し
て

授
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
美
川
公
民
館
で
の
「
七
夕

交
流
会
」
で
は
、
読
み
聞
か
せ
サ
ー

ク
ル
「
ゆ
る
り
の
会
」
に
よ
る
七
夕

紙
芝
居
を
行
っ
た
後
、
研
修
生
に
加

え
、
本
学
に
在
学
中
の
留
学
生
も
交

じ
り
、
七
夕
の
飾
り
付
け
や
各
国
の

遊
び
体
験
を
行
う
な
ど
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
を
し
ま
し
た
。

　

茶
道
や
書
道
・
和
食
の
調
理
な
ど

の
日
本
文
化
の
体
験
の
ほ
か
、
「
石

見
神
楽
」
の
鑑
賞
や
講
義
、
出
雲
市

や
松
江
市
で
の
研
修
も
行
い
、
「
し

ま
ね
」
の
地
域
文
化
に
つ
い
て
も
学

習
し
ま
し
た
。

美川公民館での「七夕交流会」
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vol.132
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

学
部
社
会
人
入
試
募
集

大
学
院
社
会
人
入
試
募
集

夏
期
日
本
語
・
日
本
文
化
研
修

特
別
公
開
講
座
の
ご
案
内

「
未
来
ゆ
め
基
金
」
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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石
正
美
術
館
で
は
、
秋
の
新
規
展

覧
会
「
日
本
画
家
・
石
本
正　

心
で

描
く
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

見
る
も
の
の
心
を
動
か
す
絵
画
。

そ
れ
は
、
対
象
か
ら
受
け
る
素
直
な

感
動
が
表
現
さ
れ
た
「
心
で
描
い
た

絵
」だ
と
、日
本
画
家
・
石
本
正（
94
歳
）

は
話
し
ま
す
。
目
に
見
え
る
も
の
を

そ
の
ま
ま
描
く
の
で
は
な
く
、
心
で

感
じ
た
震
え
る
よ
う
な
感
動
を
、
胸

の
つ
か
え
を
吐
き
出
す
よ
う
に
描
く
。

絵
に
対
す
る
こ
の
姿
勢
は
、
石
本
が

こ
れ
ま
で
の
長
い
画
業
の
中
で
も
っ

と
も
大
切
に
し
て
き
た
こ
と
の
一
つ

で
す
。

　

本
展
で
は
、
画
家
が
描
い
て
き
た

作
品
の
数
々
を
、「
心
で
描
く
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ

会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期　
10
月
11
日
㈯
～
12
月
23
日
㈷

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

料
金　一

般　
　

５
０
０
円（
４
０
０
円
）

高
大
生　

３
０
０
円（
２
４
０
円
）

小
中
生　

２
０
０
円（
１
６
０
円
）

※　

（　

）
内
は
団
体
料
金

※　
「
し
ま
ね
家
庭
の
日
」
毎
月
第

３
日
曜
日
に
家
族
で
来
館
さ
れ
た

入
場
者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は

無
料
で
す
。

　和
わ

布
ぬ の

を型紙に合わせて切り、綿を入れて華やかで立体感のある絵
をつくる「押絵」。このたび、ギャラリーでの「横田妙子の押絵展」
に合わせ、押絵制作を体験できる教室を開催します。
日時　10月13日㈷　午後１時～４時　　場所　石正美術館創作室　
定員　15人（要予約）　　材料費　１、０００円
講師　横田妙子さん　
※　布切ばさみ・目打ちがあれば持参してください。

　浜田の郷土人形である「長浜人形」。この人形作りを継承する女
性人形師・渡辺福美さんの個展に合わせ、長浜人形の絵付け体験が
できるワークショップを行います。
日時　10月18日㈯・11月１日㈯　午後１時～４時
所要時間　30分～１時間程度　　場所　石正美術館創作室
定員　20人　　料金　無料
講師　渡辺福美さん（長浜人形師）
※　汚れてもよい服装でお越しください。

《本館・新館展示室》
【本館】
「日本画家・石本正　心で描く」
　10月11日㈯～12月23日㈷
【新館】
「第22回全国重要無形文化財保
持団体秀作展　日本の伝統美と
技の世界」
　10月16日㈭～11月３日㈷

《ギャラリー展示》
～見て、読んで、耳を澄ます絵
画～　ペーパーキルト　テツ山
下　貼り絵の世界
　10月５日㈰まで
横田妙子の押絵展～古布と和紙
で彩る押絵の美～
　10月11日㈯～17日㈮
渡辺福美「長浜人形展」
　10月18日㈯～11月３日㈷

《イベント情報》
コールしおさいコンサート

10月４日㈯　午後２時～３時

休館日のお知らせ
月曜日（祝日の場合は開館、
翌日休館）

※　10月６日㈪～10日㈮は、展
示替えのため休館

石本正「晩秋の光」2011年

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

新
規
展
覧
会
の
お
知
ら
せ

わ ぬ の

◎横田妙子押絵教室

◎長浜人形絵付け体験
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世
界
こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
10
月

４
日
㈯
か
ら
「
第
46
回
浜
田
市
美
術

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

本
展
は
、
石
見
地
方
在
住
・
出
身

の
皆
さ
ん
の
創
作
作
品
を
公
募
し
、

展
覧
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
広
く

市
民
の
皆
さ
ん
に
美
術
に
対
す
る
関

心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

出
品
さ
れ
た
作
品
は
審
査
の
上
、

特
に
優
れ
た
作
品
に
特
別
賞
各
賞
を

授
与
し
ま
す
。

表
彰
式

日
時　
10
月
12
日
㈰

午
後
１
時
～
３
時

受
付
時
間　
午
後
０
時
30
分
～　

会
場　
４
階
第
４
展
示
室

一
般
公
募
・
審
査
員
・
招
待
者
展

会
期　
10
月
４
日
㈯
～
10
月
13
日
㈷

（
13
日
㈷
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
全
館

児
童
・
生
徒
書
写
展

会
期　
10
月
17
日
㈮
～
23
日
㈭　

（
23
日
㈭
は
正
午
ま
で
）

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

児
童
・
生
徒
図
画
展

会
期　
10
月
31
日
㈮
～
11
月
５
日
㈬

（
11
月
５
日
㈬
は
午
後
３
時
ま
で
）

会
場　
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル

現
代
美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

《
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
制
作
》

日
時　
10
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰
・
11

日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

《
書
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
》

日
時　
10
月
12
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場　
１
階
創
作
室　

参
加
費　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

木
を
素
材
と
し
て
制
作
さ
れ
た
造

形
作
品
で
、「
音
」
や
「
リ
ズ
ム
」

を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
作
品
群
を

中
心
に
展
示
し
ま
す
。

会
期　
10
月
18
日
㈯
～
平
成
27
年
１

月
12
日
㈷

※　

時
間
は
い
ず
れ
の
活
動
も
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受
付

は
、
当
日
午
後
１
時
か
ら
３
時
30

分
ま
で
に
１
階
創
作
室
に
て
。

■
展
覧
会
関
連
イ
ベ
ン
ト

《
歯
車
で
つ
く
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
》

　

木
と
音
を
楽
し
む
展
覧
会
「
森
の

演
奏
会
」
の
出
品
作
家
・
つ
ち
や
あ

ゆ
み
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
す
。
つ
ち
や
さ
ん
と
お
話

を
し
な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
く
活
動

し
よ
う
。

◎
10
月
18
日
㈯

講
師　
つ
ち
や
あ
ゆ
み
さ
ん

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　

木
の
板
に
お
絵
描
き
を
し
た
ら
、

い
ろ
ん
な
形
に
切
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
パ
ズ
ル
を
作
る
よ
。

◎
10
月
19
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

　

今
年
も
10
月
下
旬
か
ら
11
月
初
旬

に
か
け
て
国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
体
験

で
き
な
い
貴
重
な
活
動
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

《
フ
ラ
ン
ス
の
風
》

　

フ
ラ
ン
ス
の
先
生
と
一
緒
に
針
金

ア
ー
ト
や
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
に
挑
戦

し
よ
う
。

◎
10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

参
加
費　
１
人
２
０
０
円

　

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
合

わ
せ
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
子
ど
も

た
ち
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
創
作

活
動
と
一
緒
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

10
月
の
休
館
日

月
曜
日　
20
日
・
27
日

展
示
替　
１
日
㈬
～
３
日
㈮
・

　

14
日
㈫
～
17
日
㈮

木のバラバラパズル

26日㈰の活動
モザイクアート

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.214

有

料

広

告

第
46
回
浜
田
市
美
術
展

木
と
音
を
楽
し
む
展
覧
会

「
森
の
演
奏
会
」

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

１
階
・
夢
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
ご
案
内

国
際
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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中央図書館　☎�０４８０
金城図書館　☎�１８２３
旭図書館　　☎�１４３９
弥栄図書館　☎�２２５８
三隅図書館　☎�０３３８

　

10
月
27
日
㈪
か
ら
11
月
９
日
㈰

は
読
書
週
間
で
す
。

　
「
読
書
週
間
」
を
き
っ
か
け
に
、

本
を
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

市
立
図
書
館
で
は
読
書
週
間
に

関
連
し
た
行
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、『
広
報
は
ま
だ
』

11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

第
68
回
読
書
週
間
標
語

め
く
る　

め
ぐ
る　

本
の
世
界

　

中
央
図
書
館
で
は
、
読
書
週
間

に
ち
な
ん
で
11
月
９
日
㈰
に
「
本

の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
を
開
催
し
ま

す
。
ご
家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
本

が
あ
れ
ば
、
事
前
に
中
央
図
書
館

ま
で
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※　

百
科
事
典
・
辞
書
は
受
け
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

☆
秋
の
歴
史
探
訪
参
加
者
募
集

　

浜
田
市
読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
歴

史
探
訪
を
行
い
ま
す
。

　

水
上
勉
著
「
才
市
」（
石
見
の

妙
好
人
・
浅
原
才
市
）
の
足
跡
を

辿
っ
て
温
泉
津
の
ま
ち
を
一
緒
に

散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
10
月
22
日
㈬　

午
前
７
時

50
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所　
大
田
市
温
泉
津
町

定
員　
先
着
10
人

料
金　
４
、
０
０
０
円
（
バ
ス
・

昼
食
代
込
み
）

申
込
締
切
日　
10
月
10
日
㈮
必
着

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

中
央
図
書
館
【
〒
６
９
７
‐
０

０
２
４　

黒
川
町
３
７
４
８
番

地
１
】

☆
映
画
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
映
画
会

日
時　
10
月
18
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
２
時
10
分

タ
イ
ト
ル　
う
っ
か
り
ペ
ネ
ロ
ぺ

楽
し
く
て
大
忙
し

図
書
館
シ
ネ
マ

日
時　
10
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
50
分

タ
イ
ト
ル　
プ
ラ
イ
ド
と
偏
見

特
別
上
映
会

日
時　
11
月
２
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

タ
イ
ト
ル　
ナ
ル
ニ
ア
国
物
語

第
３
章　

ア
ス
ラ
ン
王
と
魔
法

の
島

☆
電
子
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す

　

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
第
２

土
曜
日
と
第
４
日
曜
日
に
電
子
紙

芝
居
を
上
演
し
て
い
ま
す
。

日
時　
10
月
11
日
㈯
・
26
日
㈰

午
後
２
時
～
３
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

中
央
図
書
館

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

テ
ー
マ　
お
ま
つ
り
・
お
ど
り

金
城
図
書
館

み
ど
か
ん
倶
楽
部
お
は
な
し
会

日
時　
10
月
16
日
㈭

午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

旭
図
書
館

ブ
ッ
く
ん
タ
イ
ム

日
時　
10
月
１
日
㈬

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
児
童
コ
ー
ナ
ー

内
容　
絵
本
の
読
み
語
り
な
ど

三
隅
図
書
館

お
は
な
し
会

日
時　
10
月
11
日
㈯

午
前
10
時
～
10
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
部
屋

内
容　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

に
よ
る
絵
本
や
紙
芝
居
の
読
み

語
り
を
行
い
ま
す
。

ペ
タ
ペ
タ
・
ア
ー
ト
ワ
ー
ク

　
「
お
は
な
し
会
」
終
了
後
、
お

は
な
し
の
部
屋
に
あ
る
パ
ネ
ル
の

飾
り
付
け
を
行
い
ま
す
。

10
月
の
テ
ー
マ

紅
葉
を
見
に
行
こ
う

中
央
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
７
時

休
館
日　
14
日
㈫
・
27
日
㈪

金
城・旭・弥
栄・三
隅
図
書
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
及
び
月
末
日

（
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
は

翌
日
）

　図書館では、司書がリレー形式でおすすめの
１冊を紹介していきます。心揺さぶる感動の１
冊、思慮深く考えさせる重みのある１冊など、
ご期待ください。
読書推進係長　力石雅之のおすすめ
「園芸家の一年」

カレル・チャペック著　飯島周訳　
恒文社刊（分類６２０ ．４）

　中欧チェコの国民的作家カレル・チャペック。
世界で初めてロボットという言葉を創作したこ
とでも有名な彼は、こよなく園芸を愛した無類
の園芸マニアだった。チャペックの園芸ライフ
を、兄のヨゼフの挿絵を交えユーモアに語る随
筆集。園芸に興味がある人、園芸を始めてみよ
うと考えている人に贈る必見の書。終わりなき
園芸の世界にようこそ。

図書館情報読
書
週
間

☆
「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」

の
本
を
集
め
て
い
ま
す

中
央
図
書
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

お
は
な
し
会
の
お
知
ら
せ

司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！司書がすすめるこの１冊！
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川
本
Ｏ
Ａ
経
理
科

　

初
心
者
を
対
象
に
、
一
般
事
務
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
（
文
書
作
成
・

表
計
算
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な

ど
）
・
経
理
事
務
（
簿
記
・
会
計
ソ

フ
ト
な
ど
）
の
実
践
的
な
知
識
・
技

能
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
併
せ
て

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
職
業
人
と
し
て
求

め
ら
れ
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

対
象　
求
職
者

入
校
検
定
日　
11
月
12
日
㈬

検
定
場
所　
川
本
合
同
庁
舎
５
階
第

１
会
議
室

定　
15
人

授
業
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
１
８
、
０
０
０
円
程
度

必
要
）

訓
練
期
間　
12
月
２
日
㈫
～
平
成
27

年
３
月
31
日
㈫

訓
練
場
所　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ

ン
タ
ー
（
川
本
合
同
庁
舎
２
階
）

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
締
切
日　
11
月
４
日
㈫

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

問　
邑
智
地
域
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

木
村
さ
ん
・
船
津
さ
ん

（
☎
０
８
５
５
�
３
５
２
６
） 

事
務
ワ
ー
ク
科 

　

企
業
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
や
仕
事

の
出
来
栄
え
な
ど
の
品
質
管
理
に
必

要
な
管
理
サ
イ
ク
ル
（
計
画
・
実
行
・

評
価
・
改
善
）
の
知
識
や
技
能
を
習

得
し
ま
す
。 

対
象　
原
則
と
し
て
中
学
校
以
上
を

卒
業
し
た
人 

入
校
検
定
日　
11
月
17
日
㈪

検
定
場
所

西
部
高
等
技
術
校
（
益
田
市
）

定　
10
人

授
業
料　
無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
・
資
格
試
験
費
用
な
ど
６
０
、

０
０
０
円
程
度
必
要
）

訓
練
期
間　
12
月
17
日
㈬
～
平
成
27

年
６
月
15
日
㈪

訓
練
場
所　
西
部
高
等
技
術
校

選
抜
方
法　
学
力
検
査
（
国
語
・
数

学
）・
面
接

申
込
締
切
日　
11
月
５
日
㈬

申
込
方
法　
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

願
書
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ

り
ま
す
。

問　
西
部
高
等
技
術
校
指
導
課

（
☎
０
８
５
６
�
２
４
５
０
）

　

四
面
を
海
に
囲
ま
れ
た
わ
が
国
で

は
、
海
岸
は
生
活
・
産
業
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
場
と
し
て
多
様

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
は
、

海
岸
災
害
を
防
ぎ
、
美
し
く
、
安
全

で
、
い
き
い
き
し
た
海
岸
を
創
出
す

る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
貴
重
な
海
岸
を
み

ん
な
で
大
切
に
守
り
、
育
て
る
心
の

広
が
り
を
願
っ
て
、
コ
ン
ク
ー
ル
を

行
い
ま
す
。

テ
ー
マ　
美
し
く
、
安
全
で
、
い
き

い
き
し
た
海
岸
を
目
指
し
て

応
募
サ
イ
ズ
な
ど　

・
六
ツ
切
～
四
ツ
切
（
い
ず
れ
も
ワ

イ
ド
版
可
）

・
カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
可
（
ス
ラ
イ

ド
は
不
可
）

応
募
方
法　

応
募
票
に
記
入
の
上
、

作
品
の
裏
に
貼
付
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※　

応
募
票
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
又
は
郵
送
で
も
送
付
し
ま
す
。

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http

：//w
w

w
.kaigan.or.jp

応
募
締
切
日　
11
月
４
日
㈫ 

（
当
日

消
印
有
効
）

入
賞
発
表　
入
賞
者
に
平
成
27
年
３

月
上
旬
頃
通
知
し
ま
す
。

応
・
問　
全
国
海
岸
協
会
【
〒
１
０

５
‐
０
０
０
３　

東
京
都
港
区
西

新
橋
２
‐
８
‐
17
平
家
ビ
ル
４
階

（
☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
６
６
３

３
・
▢ＦＡＸ
０
３
‐
３
５
９
５
‐
６
６

３
４
）】

日　
10
月
25
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
千
畳
苑
前
駐
車
場

清
掃
場
所　
国
府
海
岸
一
帯

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
８
２

４
４
‐
９
４
２
９
）「
全
国
豊
か

な
海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

まちかど伝言板

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

西
部
高
等
技
術
校
入
校
生

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

海
岸
愛
護
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

募

　
集
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総
合
開
会
式

日　
10
月
13
日
㈷　

午
前
８
時
30
分
～

場　
石
見
武
道
館

※　

日
程
は
、
天
候
な
ど
に
よ
り
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
競

技
担
当
者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
39

回
を
迎
え
る
新
春
石
央
ふ
れ
あ
い
余

芸
大
会
。
今
回
も
次
の
要
項
に
よ
り

出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
広
く
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日　
平
成
27
年
１
月
18
日
㈰

午
後
１
時
～
５
時
（
予
定
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

申
込
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

申
込
方
法　
出
演
団
体
名
・
出
演
内

容
・
上
演
所
要
時
間
・
日
頃
の
活

動
状
況
・
代
表
者
名
・
連
絡
先
（
住

所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
又

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
記
入
の

上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

応
募
多
数
の
場
合
、
選
考
会
を

行
い
、
11
月
初
旬
に
選
考
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

事
務
局
【
〒
６
９
７
‐
０
０
２
７

殿
町
１
２
４
‐
２
（
☎
�
３
７
５

９
・
▢ＦＡＸ
�
７
７
２
７
）】

E
m

a
il

：h
a

m
a

d
a

lc@
cro

n
o

s.
ocn.ne.jp

会場・競技事務局（連絡先）一覧表
競　技 開催日 会　場 担当者 電話番号

バドミントン 10月５日㈰ 原井小学校 松下　幸司 090-2000-8619

バレーボール
（小学生バレー）
（ソフトバレー）

10月12日㈰

県立体育館 金岡　敬子 �１８７３

陸上 市陸上競技場 斎藤　博之 �０１１９

ソフトボール 石見海浜公園
浜田東中学校 岡本　正友 �１４３０

水泳 浜田室内プール 盆子原雄一 �０２３０（浜田室内プール）
野球

10月13日㈷

市野球場 上野　英二 090-3880-4062
柔道 石見武道館 三浦　　貢 �００６２

バスケットボール

浜田高校体育館
（社会人）
第一中学校体育館
（ミニ）

斉藤　祥文 ０８５６�０５０４
（益田市立鎌手小学校）

卓球 県立体育館 後山　敦己 �７７２６

ソフトテニス
市庭球場
第一中学校
浜田高校

河上　康斉 �４３７５

ボウリング ボウルＪＡＣ ボウルＪＡＣ �１１８６（ボウルＪＡＣ）
硬式テニス 金城運動公園 長野　良子 �３３３８
ゲートボール 第一中学校 江坂　大造 �１５１６
ペタンク 10月14日㈫ ふれあい広場 田畑　鉄男 �０４７１
グラウンドゴルフ 10月25日㈯ 弥栄運動公園 日原　政春 �３２６６
インディアカ 10月26日㈰ 三階小学校 佐々木義博 080-6322-4897
剣道 11月９日㈰ 石見武道館 俵　　芳徳 �０１３２

サッカー
11月16日㈰

サン・ビレッジ浜田
市陸上競技場 河野　正雄 �７１７８

空手 島根県立大学 新森　信幸 �１０１１
スキー ２月７日㈯ 大佐スキー場 竹田　進吾 090-6835-6456
カーリング ３月中旬 サン・ビレッジ浜田 野藤　　薫 �０４３４

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

浜
田
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
大
会
参
加
者

新
春
石
央
ふ
れ
あ
い

　
　
　
余
芸
大
会
参
加
者

　



33　　　広報はまだ：平成26年10月号

開
設
期
間　
10
月
21
日
㈫
～
平
成
27

年
３
月
18
日
㈬

受
付
開
始
日　
10
月
11
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～

定　
左
表
の
と
お
り
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
電
話
・
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
に
よ
る
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

※　

申
込
書
は
、
県
立
体
育
館
に
あ

り
ま
す
。

申
・
問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

後期スポーツ教室一覧表

コース 教室名 曜日 時間 対象 定員 参加料 開始日
（10月）

健
康
づ
く
り

のびやか３Ｂ体操
火

10:00～11:30 一般 30人
5,200円 21日㈫

軽スポーツ 14:00～15:30 45歳以上 40人

フォークダンス 水 19:00～20:50 高校生以上 50人
高　　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

29日㈬

ヨガ（木）

木

10:00～11:30 一般 20人
5,200円

30日㈭
女性軽スポーツ 13:30～15:00 一般女子 40人

介護予防体操 19:00～20:30 高校生以上 20人
高　　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

ヨガ（金）

金

19:00～20:30 一般 20人 5,200円

31日㈮
トランポリン 19:00～20:50 小学生以上 20人

小中高2,500円
一般　5,200円
親子　6,200円

にこにこビクス 土 10:30～11:50 中学生以上 20人
中高　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

11月
１日㈯

競　

技

ソフトテニス（朝）

火

10:00～12:00
一般

40人
5,200円

21日㈫卓球
ラージボール卓球（火） 13:30～15:30 48人

ソフトテニス（夜）
19:00～20:50 中学生以上

60人 中高　2,500円
大　　4,200円
一般　5,200円

テニス（水） 水 40人 29日㈬
バドミントン（木） 木 80人 30日㈭
テニス（金）

金

10:00～12:00
一般

20人
5,200円

31日㈮
バドミントン（金） 13:30～15:30 20人

卓球
ラージボール卓球（金） 19:00～20:50 中学生以上 50人

中高　2,500円
大学　4,200円
一般　5,200円

ク
ラ
ブ

体操競技 火・水 16:30～18:30 小学校１～３年生 12人 4,000円 21日㈫
ソフトテニス 木 10:00～12:00

一般
20人

5,200円
30日㈭

レクリエーションバレー 金 19:00～20:50 60人 31日㈮

少　

年

キッズ広場 火
15:20～16:20

年中（H21.4月
～H22.3月生） 10人

2,500円

21日㈫

キッズ体操
水

年長（H20.4月
～H21.3月生） 20人

29日㈬
卓球 16:30～18:30

小学校４～６年生
30人

バドミントン 17:00～18:30 30人
ふれあい広場

木
16:00～17:00 小学校１～３年生 60人

30日㈭
体操

17:00～18:30
小学生 40人

ジュニアテニス 金 小学校４～６年生 10人 31日㈮

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

教
室
・
講
座

県
立
体
育
館

後
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室
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清
掃
関
係
の
仕
事
を
希
望
又
は
関

心
の
あ
る
人
に
、
働
く
き
っ
か
け
と

し
て
も
ら
う
た
め
の
講
習
で
す
。
実

習
に
加
え
、
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー
・

企
業
と
の
面
接
会
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
55
歳
以
上
の
人

講
習
期
間　
10
月
16
日
㈭
～
28
日
㈫

（
平
日
９
日
間
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
ポ
リ
テ
ク
カ
レ
ッ
ジ
島
根
（
江

津
市
）

定　
10
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会
江
津
分
室

（
☎
０
８
５
５
�
１
６
１
６
）

　

地
域
の
保
育
園
や
小
・
中
学
校
に

よ
る
歌
や
演
奏
、
神
楽
な
ど
の
ス
テ

ー
ジ
に
加
え
、
た
こ
焼
き
や
焼
き
そ

ば
な
ど
の
屋
台
村
も
あ
り
ま
す
。
綿

菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
は
無
料
で
す
。

日　
10
月
４
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
２
時

場　
こ
く
ぶ
学
園
正
面
玄
関
前

問　
こ
く
ぶ
学
園
（
☎
�
０
０
８
４
）

【
県
立
体
育
館
】

　

施
設
無
料
開
放
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

競
技
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
卓

球
・
バ
レ
ー
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
、

自
由
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
４
日
㈯　

午
後
１
時
～
４
時

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

県
体
運
動
会　

　

幼
児
の
部
・
小
学
生
の
部
・
中
学

生
以
上
男
性
の
部
・
中
学
生
以
上
女

性
の
部
に
分
か
れ
て
行
い
ま
す
。

日　
10
月
19
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

館
内
無
料
開
放

日　
10
月
19
日
㈰

ア
リ
ー
ナ
無
料
開
放　

午
前
９
時
～
11
時
・
午
後
５
時
～

９
時

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
・
多
目
的
ル
ー
ム
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ル
ー
ム
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ル
ー
ム
無
料
開
放

午
前
９
時
～
午
後
９
時

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ス
リ
ム
月
間
～
あ
な

た
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
～

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
内
の
各
マ

シ
ン
に
設
定
さ
れ
た
年
齢
別
目
標
値

を
、
１
か
月
の
間
に
ク
リ
ア
し
て
い

く
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
職
員
が
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
目
標

達
成
者
は
表
彰
し
ま
す
。

対
象　
一
般
男
女

日　
10
月
毎
月
曜
日

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
県
立
体
育
館

（
☎
�
１
２
０
１
）

【
石
見
武
道
館
】

　

10
月
を
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間
と
し
、

１
か
月
間
無
休
で
開
館
し
ま
す
。

※　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
は
、
記
念

品
と
ド
リ
ン
ク
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

今
か
ら
は
じ
め
る
食
＆
動

～
一
般
コ
ー
ス
～

日　
10
月
６
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

料　
無
料

今
か
ら
は
じ
め
る
食
＆
動　

～
親
子
コ
ー
ス
～

日　
10
月
11
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

料　
無
料

ス
ポ
ー
ツ
体
験
＆
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

個
人
利
用
の
人
を
対
象
に
施
設
を

無
料
開
放
し
ま
す
。

日　
10
月
12
日
㈰

料　
無
料

石
見
武
道
館
カ
ッ
プ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日　
10
月
20
日
㈪

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
武
道
館

（
☎
�
７
１
７
０
）

　

島
根
県
教
育
委
員
会
で
は
、
石
見

の
歴
史
文
化
に
関
す
る
巡
回
講
座
を

浜
田
で
４
回
開
催
し
ま
す
。

　

第
３
回
は
北
原
糸
子
さ
ん
を
招
い

て
、
明
治
５
年
に
発
生
し
た
浜
田
地

震
に
よ
る
被
害
に
対
し
、
明
治
新
政

府
と
浜
田
県
が
行
っ
た
救
済
事
業
の

実
態
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
第
４
回
は
12
月
６
日
㈯
に

石
見
神
楽
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
11
日
㈯　

午
後
２
時
～
４
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
演
題　
明
治
の
震
災
救
済
は
浜
田
地

震
か
ら
は
じ
ま
っ
た
！

講
師　
北
原
糸
子
さ
ん
（
元
国
立
歴

史
民
俗
博
物
館
客
員
教
授
）

料　
無
料

※　

事
前
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

問　
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
５
２
�
５
７
５
０
）

　

５
月
に
開
催
し
た
「
さ
つ
ま
い
も

の
苗
植
え
＆
野
草
採
り
」
に
続
き
、

第
２
弾
は
「
さ
つ
ま
い
も
掘
り
＆
親

子
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

親
子
で
秋
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
ょ

う
。
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
手
作
り

ピ
ザ
と
お
い
も
ス
イ
ー
ツ
を
作
る
予

定
で
す
。

対
象　
小
学
生
と
保
護
者

日　
10
月
12
日
㈰
（
小
雨
決
行
）　

集
合
時
間　
午
前
８
時
45
分

※　

午
後
３
時
頃
現
地
解
散
し
ま
す
。

場　
美
川
西
分
館

集
合
場
所　
浜
田
公
民
館

料　
１
人
４
０
０
円

※　

軍
手
・
長
靴
・
手
ぐ
わ
又
は
移

植
ご
て
・
か
っ
ぱ
・
お
茶
・
エ
プ

ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
10
月
６
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

万
一
の
事
故
の
場
合
、
応
急
処

置
は
し
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
責

任
は
負
い
か
ね
ま
す
。

シ
ニ
ア
の
た
め
の

ク
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
習

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

こ
く
ぶ
学
園
秋
祭
り

県
立
体
育
館
・
石
見
武
道
館

10
月
ス
ポ
ー
ツ
推
進
月
間

第
３
回
石
見
国
巡
回
講
座

明
治
の
震
災
救
済
は

浜
田
地
震
か
ら
は
じ
ま
っ
た
！

体
験
学
習
第
２
弾

さ
つ
ま
い
も
掘
り

　
　
＆
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
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申
・
問　
浜
田
公
民
館　

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
９
３
５
８
）

　

日
頃
、
あ
ま
り
馴
染
み
の
な
い
古

典
芸
能
「
能
」
の
台
本
に
つ
い
て
、

登
場
人
物
や
ス
ト
ー
リ
ー
、
楽
し
み

方
の
解
説
を
交
え
て
読
む
会
で
す
。

　

今
回
は
、
６
月
に
市
内
の
小
学
校

で
公
演
さ
れ
た
能
「
大
会
」
全
編
の

意
訳
付
き
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

日　
10
月
13
日
㈷　

午
後
１
時
～
２
時

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
料　
無
料

問　
観か

ん

世ぜ

流り
ゅ
う

青せ
い

謳お
う

会か
い　

中
谷
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
３
８
８
９
‐
１
９

７
１
）

　

石
州
半
紙
な
ど
重
要
無
形
文
化
財

保
持
団
体
で
結
成
す
る
協
議
会
の
全

国
大
会
が
、
浜
田
市
で
開
催
さ
れ
る

の
に
合
わ
せ
、
全
国
の
保
持
団
体
の

作
品
（
陶
芸
・
染
織
・
漆
芸
・
手
漉

和
紙
）
を
展
示
し
ま
す
。

　

こ
の
展
示
会
は
、
全
国
の
保
持
団

体
の
所
在
地
を
巡
回
し
て
お
り
、
平

成
14
年
の
三
隅
大
会
以
来
、
中
・
四

国
で
は
、
浜
田
市
が
唯
一
の
開
催
地

と
な
り
ま
す
。

　

週
末
に
は
、
石
州
半
紙
・
輪
島
塗
・

伊
勢
型
紙
な
ど
保
持
団
体
の
製
作
実

演
も
行
い
ま
す
。

日　
10
月
16
日
㈭
～
11
月
３
日
㈷　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
20
日
㈪
・
27
日
㈪
は
休
館
日
）

場　
石
正
美
術
館
新
館

製
作
実
演　

【
石
正
美
術
館
】

輪
島
塗
（
漆
芸
）

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

伊
勢
型
紙
（
染
織
型
紙
）　

10
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰ 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【
石
州
和
紙
会
館
】

石
州
半
紙
（
手
漉
和
紙
）

10
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
・
25
日
㈯
・

26
日
㈰
・
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

料　
秀
作
展
・
製
作
実
演
と
も
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
１
）

　

は
が
き
や
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
紙
漉
き

体
験
を
行
い
ま
す
。

日　
10
月
17
日
㈮
～
19
日
㈰

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場　
石
州
和
紙
会
館
工
房

料　
は
が
き
判
（
２
枚
）
２
５
０
円

Ａ
３
判
（
１
枚
）　
　

６
０
０
円

※　

入
館
は
無
料
で
、
申
込
み
は
い

り
ま
せ
ん
。

※　

石
州
半
紙
技
術
者
会
会
員
に
よ

る
紙
漉
き
実
演
を
行
い
ま
す
。

問　
石
州
和
紙
会
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
４
１
７
０
）

～
歩
い
て
知
ろ
う
、
学
ぼ
う
、

先
人
の
生
き
ざ
ま
～

　

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
第
３

弾
「
岡
本
甚
左
衛
門
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

心
を
込
め
て
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

日　
10
月
18
日
㈯　

受
付　
午
前
８
時
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
８
時
30
分

集
合
場
所　
雲
城
公
民
館

料　
大
人　

３
０
０
円

中
学
生
以
下　

無
料

問　
雲
城
公
民
館
（
☎
�
２
０
７
６
）

　

江
戸
時
代
の
山
陰
道
の
面
影
を
訪

ね
、
江
津
市
後
地
町
尾
浜
地
区
を
散

策
し
ま
す
。
古
墳
時
代
の
遺
跡
か
ら

近
世
ま
で
歴
史
の
遍
歴
を
観
察
す
る

旅
で
す
。

日　
10
月
19
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
50
分
～
正
午

場　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
前

（
江
津
市
）

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０
‐
７
５
０
０
‐
９
６

３
７
）

　

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
今
年
も
ハ
ロ

ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
に
来
ま
せ
ん

か
？
外
国
か
ら
来
た
お
兄
さ
ん
お
姉

さ
ん
た
ち
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
お

菓
子
を
集
め
た
り
し
て
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
仮
装
を
し
て
き
た
ら
よ
り
楽

し
い
よ
。

対
象　
小
学
生

日　
10
月
25
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午

場　
浜
田
公
民
館

定　
30
人

料　
１
０
０
円

申
込
締
切
日　
10
月
22
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
公
民
館

（
☎
�
９
３
５
８
）

　

自
分
の
ペ
ー
ス
で
気
持
ち
よ
く
自

然
の
中
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。

対
象　
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

※　

小
学
生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
19
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
９
時
30
分
～

ス
タ
ー
ト　
午
前
10
時

集
合
場
所　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
横

ふ
れ
あ
い
広
場

コ
ー
ス　
３
㎞
・
５
㎞

料　
無
料

※　

保
険
料
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会
が
負
担
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
10
月
15
日
㈬

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

※　

飲
物
・
タ
オ
ル
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

健
康
・
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

会　

西
川
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
９

５
０
７
‐
１
７
５
５
）

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推
進

係
（
☎
�
９
３
１
１
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

古
典
の
謡よ

み
聞
か
せ

第
４
回
「
大だ

い

会え

」

秀
作
展

日
本
の
伝
統
美
と
技
の
世
界

重
要
無
形
文
化
財
石
州
半
紙

紙
漉す

き
体
験

　
　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

岡
本
甚
左
衛
門

　
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

健
康
ウ
ォ
ー
ク
㏌
野
原

第
１
４
９
回

　
　
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
２
０
１
４
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棚
田
写
真
展
・
棚
田
散
策
・
郷
土

芸
能
（
石
見
神
楽
・
田
ば
や
し
）
の

ほ
か
、
棚
田
で
採
れ
た
お
い
し
い
お

米
や
野
菜
の
販
売
を
行
い
ま
す
。
日

本
の
原
風
景
を
秋
の
室
谷
で
堪
能
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
10
月
26
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

場　
三
隅
町
室
谷
（
上
室
谷
集
会
所

付
近
の
田
ん
ぼ
）

料　
む
ろ
だ
に
会
席
膳
（
要
予
約
・

限
定
50
食
）　
　

１
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

無
料
送
迎
バ
ス
（
三
保
三
隅
駅
・

石
正
美
術
館
発
）
を
運
行
し
ま
す

の
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
観
光
協
会
三
隅
支

部
（
☎
�
２
１
０
４
）

日　
10
月
26
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
11
時
～
午
後
３
時

場　
紺
屋
町
商
店
街
ふ
れ
あ
い
ロ
ー

ド
未
来
の
ピ
カ
ソ
展

　

市
内
21
園
の
園
児
に
よ
る
作
品
約

６
０
０
枚
を
、
紺
屋
町
商
店
街
各
店

頭
で
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
10
月
21
日
㈫
～
27
日
㈪

表
彰
式　
10
月
26
日
㈰

午
後
１
時
30
分
～

※　

入
選
作
品
は
、
世
界
こ
ど
も
美

術
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
展
示
（
11

月
８
日
㈯
・
９
日
㈰
）
し
ま
す
。

こ
ん
や
ま
ち
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）

　

地
域
の
人
の
出
店
が
あ
り
ま
す
。

問　
紺
屋
町
商
店
街
事
務
局　

平
日

午
前
中
（
☎
�
４
３
５
２
）

山
形
靴
店
（
☎
�
０
２
１
２
）

　

青
少
年
健
全
育
成
の
支
援
を
目
的

に
、
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
26
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
ボ
ウ
ル
Ｊ
Ａ
Ｃ

料　
１
、
０
０
０
円
（
貸
靴
代
・
飲

物
・
２
ゲ
ー
ム
分
の
料
金
を
含
む
。）

※　

前
売
・
当
日
券
と
も
同
額
で
す
。

問　
浜
田
マ
リ
ン
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

森
山
さ
ん

（
☎
�
３
０
３
１
）

　

郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
研
究
や「
郷

土
石
見
」
を
刊
行
し
て
い
る
石
見
郷

土
研
究
懇
話
会
浜
田
支
部
で
は
、
こ

の
た
び
古
文
書
を
読
む
会
を
発
足
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
古
文
書
を
読

ん
で
み
た
い
と
思
う
初
心
者
の
人
な

ど
、
関
心
の
あ
る
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

日　
10
月
29
日
㈬

午
後
１
時
～
３
時

※　

今
後
、
毎
月
１
回
開
催
す
る
予

定
で
す
。

場　
中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル
テ
キ
ス
ト　
松
平
周
防
守
家
分
限
帳

講
師　
鍵
本
俊
朗
さ
ん
（
石
見
郷
土

研
究
懇
話
会
会
員
）

料　
５
０
０
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日　
10
月
20
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
郷
土
研
究
懇
話
会
浜

田
支
部　

中
政
信
さ
ん

（
☎
�
８
６
０
８
）

　

子
ど
も
向
け
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
出

身
の
ケ
イ
ン
先
生
（
島
根
県
立
大
学

准
教
授
）
に
よ
る
英
語
で
の
読
み
聞

か
せ
、
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
や
手
遊
び

な
ど
を
し
ま
す
。

対
象　
２
～
４
歳
ぐ
ら
い
ま
で
の
子

ど
も
と
保
護
者
（
そ
れ
以
外
の
年

齢
で
も
参
加
可
）

日　
10
月
31
日
㈮

午
前
10
時
30
分
～
正
午

場　
島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

２
階
作
法
室

定　
先
着
15
家
族
程
度

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
し
ま
ね
国
際
セ
ン
タ
ー
西

部
支
所
（
☎
�
７
９
９
０
）

Em
ail

：ham
ada@

sic-info.org

　

市
文
化
協
会
会
員
が
、
日
頃
の
成

果
を
披
露
す
る
合
同
発
表
会
で
す
。

作
品
展
示
・
舞
台
・
特
別
参
加
の
合

唱
団
「
響
」
の
出
演
な
ど
、
秋
の
芸

術
文
化
の
祭
典
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

日　
10
月
31
日
㈮
～
11
月
２
日
㈰

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

展
示
部
門
（
13
団
体
参
加
）

10
月
31
日
㈮　

午
後
１
時
～
５
時

11
月
１
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時

11
月
２
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

舞
台
部
門
（
21
団
体
参
加
）

11
月
１
日
㈯

午
後
１
時
～
４
時
５
分

11
月
２
日
㈰　

午
後
１
時
～
４
時

問　
浜
田
郷
土
資
料
館
内　

浜
田
市

文
化
協
会
（
☎
�
６
１
６
１
）

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
、
身
体
・
知

的
・
精
神
の
障
が
い
を
越
え
た
そ
れ

ぞ
れ
の
交
流
や
、
障
が
い
者
の
社
会

参
加
を
目
的
と
し
て
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

を
行
い
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
で
18
歳
以
上
の
身

体
障
が
い
者
・
知
的
障
が
い
者
・

精
神
障
が
い
者
（
た
だ
し
、
学
生

は
除
く
。）

日　
11
月
１
日
㈯

午
前
10
時
～
正
午
（
予
定
）

場　
い
わ
み
ー
る

申
込
期
間　
10
月
１
日
㈬
～
20
日
㈪

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
�
０
０

９
４
・
▢ＦＡＸ
�
６
９
３
０
）

　

農
林
産
物
や
島
根
和
牛
、
手
打
ち

そ
ば
、
田
舎
ず
し
な
ど
地
域
特
産
品

の
展
示
即
売
や
地
元
商
店
・
事
業
所

の
出
店
、
石
見
神
楽
・
踊
り
な
ど
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の

２
日
間
で
す
。

　

金
城
の
深
ま
る
秋
の
た
た
ず
ま
い

と
地
域
の
文
化
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日　
11
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰

場　
ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

室
谷
の
棚
田
ま
つ
り

こ
ん
や
ま
ち
の
秋
ま
つ
り

チ
ャ
リ
テ
ィ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

古
文
書
を
読
む
会

浜
田
市
文
化
協
会
設
立
50
周
年
記
念

市
民
芸
術
文
化
祭

え
い
ご
で
あ
そ
ぼ
う
！

　
　
　
～
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
～

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
ボ
ッ
チ
ャ
）

さ
ざ
ん
か
祭
り
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問　
金
城
支
所
産
業
課

（
☎
�
１
２
３
３
）

　

黄
金
色
の
西
条
柿
が
た
わ
わ
に
実

る
秋
、
平
原
柿
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

す
。

　

浜
田
商
業
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏

や
県
立
大
学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
発

表
を
は
じ
め
、
恒
例
の
柿
の
種
飛
ば

し
や
、
速
さ
と
長
さ
を
競
う
柿
の
皮

む
き
、
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
加
工
で
持

ち
帰
り
の
で
き
る
収
穫
体
験
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。

日　
11
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
東
平
原
上
集
会
所
特
設
ス
テ
ー

ジ
問　
平
原
柿
ま
つ
り
実
行
委
員
会

石
田
さ
ん
（
☎
�
１
５
８
９
）

生
涯
学
習
地
域
推
進
セ
ミ
ナ
ー

地
域
の
課
題
が
結
ぶ
縁

～
出
逢
い
・
繋つ

な

が
り
・
拡
げ
よ
う
～

　

白
砂
地
区
生
涯
学
習
地
域
推
進
委

員
会
で
は
、
平
原
柿
ま
つ
り
に
合
わ

せ
て
「
生
涯
学
習
地
域
推
進
セ
ミ
ナ

ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
浜
田
商
業
高

校
と
の
連
携
で
「
熟
柿
」
を
使
っ
た

パ
ン
の
販
売
支
援
の
ほ
か
、
地
域
課

題
で
あ
る
有
害
鳥
獣
・
イ
ノ
シ
シ
の

肉
を
使
っ
た
ホ
ッ
ト
ド
ッ
ク
の
試
食

販
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日　
11
月
２
日
㈰　

午
前
９
時
～

場　
東
平
原
上
集
会
平
原
柿
ま
つ
り

会
場

問　
白
砂
地
区
生
涯
学
習
地
域
推
進

委
員
会
事
務
局　

白
砂
公
民
館

（
☎
�
１
２
８
８
）

　
「
お
い
し
い
食
べ
物
づ
く
り
と
自

然
を
守
り
心
豊
か
な
町
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
農
産
物
・
林
産
物
・
特

産
品
の
展
示
販
売
・
地
元
集
落
に
よ

る
出
店
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
地
元
保
育
園
児
と

小
学
校
児
童
に
よ
る
子
供
神
楽
・
中

学
校
生
徒
に
よ
る
和
太
鼓
・
地
元
社

中
に
よ
る
石
見
神
楽
の
上
演
を
行
い

ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　
市
役
所
弥
栄
支
所
前
イ
ベ
ン
ト

広
場

問　
い
わ
み
中
央
農
業
協
同
組
合
弥

栄
支
所
内　

弥
栄
産
業
ま
つ
り
実

行
委
員
会
（
☎
�
２
２
２
１
）

　

浜
田
法
人
会
で
は
、
今
年
度
も
特

別
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
北
京
大
学
に
留
学
後
、

週
刊
誌
記
者
な
ど
を
経
て
フ
リ
ー
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
な
り
、
抜
群
の
取

材
力
、
豊
富
な
人
脈
を
活
か
し
た
中

国
問
題
の
レ
ポ
ー
ト
に
定
評
の
あ
る

富
坂
聰
さ
ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日　
11
月
６
日
㈭　

午
後
３
時
～
４
時
30
分

場　
浜
田
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ

ル　
演
題　
日
本
人
の
知
ら
な
い
中
国
の

現
実
～
チ
ャ
イ
ナ
パ
ワ
ー
が
日
本

に
与
え
る
影
響
～

講
師　
富
坂
聰
さ
ん
（
拓
殖
大
学
海

外
事
情
研
究
所
教
授
）

定　
先
着
１
５
０
人

料　
無
料　

申
込
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直
接
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

申
込
書
は
、
浜
田
法
人
会
事
務

局
に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
・
問　
浜
田
法
人
会
（
☎
�
８
０

６
０
・
▢ＦＡＸ
�
８
０
６
１
）

http://hojinkai.zenkokuhojinkai.
or.jp/ham

ada/

　

講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認
マ

ス
タ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
の
伊
藤
義
昭
さ

ん
を
招
い
て
体
験
会
を
行
い
ま
す
。

ポ
ー
ル
を
使
っ
た
快
適
な
歩
き
方
や

ス
ト
レ
ッ
チ
の
方
法
な
ど
基
礎
を
楽

し
く
学
び
な
が
ら
公
園
を
一
緒
に
歩

き
ま
せ
ん
か
。 

日　
11
月
９
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
～
正
午

集
合
場
所　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ

ン
タ
ー

講
師　
伊
藤
義
昭
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
日
本
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
協
会
公
認
マ
ス
タ
ー
ト
レ
ー

ナ
ー
）

定　
先
着
30
人
程
度

料　
無
料　

申
込
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
物
・
着
替
え
・
雨
具
・
ポ
ー
ル

（
あ
れ
ば
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

※　

ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
（
無
料
）

も
あ
り
ま
す
の
で
、
参
加
受
付
時

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

日　
11
月
23
日
㈷　

受
付　
午
前
９
時
～

開
始　
午
前
10
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、５
０
０
円
（
弁
当
代
含
む
）

※　

参
加
料
の
み
は
１
、
０
０
０
円

に
な
り
ま
す
。

組
み
合
わ
せ　

　

無
差
別
ク
ラ
ス
（
六
段
以
上
）

　

Ａ
ク
ラ
ス
（
四
・
五
段
）

　

Ｂ
ク
ラ
ス
（
三
段
）

　

Ｃ
ク
ラ
ス
（
二
段
以
下
）

申
込
締
切
日　
10
月
31
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
日
本
棋
院
浜
田
支
部
事
務

局　

吉
田
滋
さ
ん

（
☎
�
４
８
９
２
）

　

平
成
24
年
度
本
屋
大
賞
第
１
位
の

話
題
作
品
「
舟
を
編
む
」
と
、
今
回

の
テ
ー
マ
作
品
で
あ
り
世
界
中
で
話

題
を
呼
ん
だ
「
世
界
の
果
て
の
通
学

路
」
を
上
映
し
ま
す
。

日　
11
月
23
日
㈷

・
世
界
の
果
て
の
通
学
路

午
後
１
時
～　
　
　
　

・
舟
を
編
む

午
前
10
時
～
・
午
後
３
時
～

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
前
売
券
（
１
作
品
）

　

一
般　
　
　
　
　

１
、
０
０
０
円

中
学
生
・
高
校
生
・
大
学
生

５
０
０
円

小
学
生
以
下　
　
　
　
　
　

無
料

（
当
日
券
は
２
０
０
円
高
）

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

20
周
年
記
念

平
原
柿
ま
つ
り

弥
栄
産
業
ま
つ
り

公
益
社
団
法
人
浜
田
法
人
会

特
別
講
演
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
験
会

浜
田
市
長
杯
争
奪

　
　
浜
田
市
民
囲
碁
大
会

し
ま
ね
映
画
祭　
浜
田
会
場
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五
風
書
展

　

五
風
会
員
の
１
年
間
の
歩
み
の
作

品
及
び
五
風
誌
の
園
児
、
小
・
中
学

生
、
高
校
生
、
一
般
の
皆
さ
ん
の
優

秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
席せ

き

上じ
ょ
う

揮き

毫ご
う

も
開
催
し
ま
す
。

日　
10
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
５
日
㈰

は
、
午
後
４
時
ま
で
）

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
五
風
会　

戸
津
川
政
世
さ
ん

（
☎
�
３
１
７
３
）

石
見
短
歌
大
会

　

石
見
地
区
（
津
和
野
～
大
田
）
の

歌
人
た
ち
の
、
詩
情
豊
か
な
世
界
を

お
届
け
し
ま
す
。

日　
10
月
５
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円　

問　
浜
田
短
歌
ク
ラ
ブ　

椿
修
さ
ん

（
☎
�
０
２
０
８
）

敬け
い

紅こ
う

書し
ょ

学が
く

院い
ん

作
品
展

　

か
な
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
作
品

に
し
た
り
、
心
潤
う
手
紙
を
書
い
た

り
、
日
常
生
活
に
書
く
楽
し
み
を

た
っ
ぷ
り
味
わ
え
る
体
験
コ
ー
ナ
ー

と
楽
し
い
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日　
10
月
６
日
㈪
～
24
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
３
時　

場　
日
本
海
信
用
金
庫
本
店
ロ
ビ
ー

料　
無
料

問　
敬
紅
書
学
院　

坂
本
文
江
さ
ん

（
☎
０
９
０
‐
２
０
０
７
‐
１
７

８
０
）

チ
ャ
リ
テ
ィ
茶
会

　

気
軽
に
楽
し
め
る
お
茶
会
で
す
。

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

収
益
金
は
浜
田
市
・
益
田
市
の
奨

学
金
へ
寄
付
し
ま
す
。

日　
10
月
26
日
㈰

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　
ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

料　
７
０
０
円

問　
茶
道
裏
千
家
淡
交
会
石
見
支
部

大
辻
聖
華
さ
ん
（
☎
０
９
０
‐
４

８
９
７
‐
３
６
２
１
）

浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
大
会

　

俳
句
作
品
を
県
内
外
か
ら
募
集
し
、

選
者
先
生
に
選
を
し
て
も
ら
い
、
作

品
集
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
俳
句

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
11
月
３
日
㈷

受
付　
午
前
10
時

投
句
締
切　
正
午　

場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料　
１
、
０
０
０
円

問　
浜
田
ホ
ト
ト
ギ
ス
俳
句
会

田
中
靜
龍
さ
ん
（
☎
�
１
４
０
８
）

　

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部
に

所
属
す
る
専
属
吟
士
14
人
、
準
専
属

吟
士
40
人
が
吟
詠
発
表
し
ま
す
。
ま

た
、
県
下
９
地
区
か
ら
合
吟
を
発
表

し
ま
す
。

日　
11
月
16
日
㈰　

午
後
１
時
～

場　
い
わ
み
ー
る

料　
無
料

問　
公
道
流
吟
道
島
根
県
吟
詠
連
盟

岡
田
和
子
さ
ん
（
☎
�
３
３
７
７
）

　

汗
だ
く
た
っ
ち
ゃ
ん
の
紙
芝
居
は

い
つ
で
も
全
力
投
球
。「
少
年
少
女

の
皆
さ
ん
！
そ
し
て
ち
ょ
っ
と
昔
の

少
年
少
女
の
皆
さ
ん
！
こ
ん
に
ち
は
。

紙
芝
居
の
お
っ
ち
ゃ
ん
の
た
っ
ち
ゃ

ん
で
す
！
」
い
つ
も
の
挨
拶
で
始
ま

る
と
、
そ
こ
に
響
く
の
は
時
を
越
え

て
も
変
わ
ら
な
い
、
み
ん
な
の
す
て

き
な
笑
い
声
。
た
っ
ち
ゃ
ん
と
観
客

の
や
り
と
り
が
と
て
も
楽
し
い
、
参

加
者
も
一
体
と
な
っ
た
紙
芝
居
で
す
。

日　
11
月
30
日
㈰

①
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

②
午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分　

場　
い
わ
み
ー
る
体
育
室

料　
４
歳
以
上　

一
般
前
売
り　

１
、
３
０
０
円

当
日　
　
　
　

１
、
６
０
０
円

３
歳
以
下　
　
　
　
　
　
　

無
料

会
員　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
料

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。

期
間　
10
月
11
日
㈯
～
平
成
27
年
５

月
６
日
(振）

休
館
日　
毎
週
水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）・
12
月
31
日
㈬
・
１

月
１
日
㈷

ス
ケ
ー
ト
場
オ
ー
プ
ン
特
別
企
画

ス
ケ
ー
ト
無
料
デ
ー

対
象　
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生

日　
10
月
11
日
㈯
～
13
日
㈷

料　
無
料
（
滑
走
料
・
貸
靴
料
）

※　

長
め
の
靴
下
、
手
袋
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※　

ス
ケ
ー
ト
靴
は
15
㎝
か
ら
取
り

そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

※　

事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

ス
ケ
ー
ト
教
室

日　
11
月
か
ら
平
成
27
年
４
月
ま
で

の
毎
週
土
曜
日

初
級　
午
前
10
時
～
11
時　

中
級　
午
前
11
時
～
正
午

料　
滑
走
料
５
１
０
円

貸
靴
料
４
１
０
円

教
室
料
５
１
０
円

※　

初
回
の
み
保
険
料
５
１
０
円
が

必
要
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

シ
ロ
イ
ル
カ
や
サ
メ
の
「
ご
は
ん
」

を
食
べ
て
み
よ
う

　

ふ
だ
ん
シ
ロ
イ
ル
カ
や
サ
メ
は
、

ど
ん
な
餌
を
食
べ
て
い
る
の
か
な
。

味
見
を
し
て
み
よ
う
。

日　
10
月
11
日
㈯
～
13
日
㈷

午
前
11
時
～

場　
ア
ク
ア
ス
館
内

定　
各
日
先
着
５
０
０
人

料　
入
館
料
に
含
み
ま
す
。

ア
ク
ア
ス
の
体
験
ス
ク
ー
ル

日
曜
講
座
「
石
州
和
紙
と
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
作
り
」

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
石
州
和
紙
で
、

す
て
き
な
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
ろ

う
。

日　
10
月
５
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

テ
イ
チ
ク
吟
詠
協
会
山
陰
本
部

専
属
・
準
専
属
吟
士

　
　
　
　
　
　

リ
サ
イ
タ
ル

た
っ
ち
ゃ
ん
の
紙
芝
居
ラ
イ
ブ

～again

～

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

浜
田
市
文
化
祭
協
賛
行
事

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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企
画
展
「
籔
内
佐
斗
司
彫
刻
展

い
の
ち
を
む
す
ぶ
童
子
た
ち
」

　

「
せ
ん
と
く
ん
」
の
生
み
の
親
で

あ
り
、
童
子
や
生
き
物
な
ど
伝
統
的

な
木
彫
の
技
法
を
用
い
た
作
品
で
知

ら
れ
る
彫
刻
家
・
籔
内
佐
斗
司
さ
ん
。

島
根
で
は
初
公
開
と
な
り
ま
す
。
多

彩
な
創
作
活
動
の
全
て
を
紹
介
し
ま

す
。

日　
10
月
４
日
㈯
～
11
月
17
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
30
分

（
展
示
室
へ
の
入
場
は
午
後
６
時

ま
で
）

場　
石
見
美
術
館
展
示
室
Ｄ
・
Ｃ

料　
一
般
１
、
０
０
０
円（
８
０
０
円
）

大
学
生　

６
０
０
円（
４
５
０
円
）

小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
円（
２
５
０
円
）

※　
（　

）
内
は
20
人
以
上
の
団
体

料
金
で
す
。

※　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人

及
び
介
助
者
は
入
場
無
料
で
す
。

※　

会
期
中
、
毎
日
先
着
20
人
に

「
籔
内
佐
斗
司
グ
ッ
ズ
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

グ
ラ
ン
ト
ワ
開
館
９
周
年
記
念
感
謝

祭
「
き
ん
さ
い
デ
ー
」

石
見
美
術
館
が
終
日
無
料
開
放
！

大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
平
成
伎ぎ

楽が
く

団だ
ん

」
特
別
公
演
も
無
料
！

　

お
か
げ
さ
ま
で
、
島
根
県
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
「
グ
ラ
ン
ト
ワ
」
は
、

10
月
に
開
館
９
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館
を
使
っ
た
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
で
皆
さ
ん
を
お
も
て
な
し

し
ま
す
。

日　
10
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
～

場　
グ
ラ
ン
ト
ワ
全
館

料　
無
料
（
た
だ
し
、
一
部
の
コ
ー

ナ
ー
は
有
料
）

島
根
邦
楽
集
団
演
奏
会　
浜
田
公
演

　

流
派
・
年
齢
・
性
別
を
越
え
結
成

さ
れ
た
島
根
邦
楽
集
団
。
今
回
は
、

グ
ラ
ン
ト
ワ
を
飛
び
出
し
、
初
の
浜

田
公
演
を
行
い
ま
す
。

　

指
揮
に
川
村
泰た

い

山ざ
ん

さ
ん
を
、
そ
し

て
ゲ
ス
ト
に
は
、
石
央
文
化
ホ
ー
ル

合
唱
団
「
響
」
、
グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽

合
奏
団
を
迎
え
、
地
域
・
ジ
ャ
ン
ル

を
超
え
た
演
奏
を
届
け
ま
す
。

日　
10
月
26
日
㈰

開
場　
午
後
１
時
30
分
～

開
演　
午
後
２
時

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
全
席
自
由

高
校
生
以
下　
　
　
　
　
　

無
料

一
般
（
前
売
）　

１
、
０
０
０
円

一
般
（
当
日
）　

１
、
３
０
０
円

友
の
会
会
員
（
前
売
）
９
０
０
円

友
の
会
会
員
（
当
日
）

１
、
２
０
０
円

※　

未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

土
地
の
表
題
・
分
筆
・
合
筆
・
地

目
変
更
・
地
積
更
正
の
登
記
、
境
界

の
問
題
、
建
物
の
新
築
・
増
改
築
・

取
壊
し
に
伴
う
表
示
に
関
す
る
登
記

な
ど
の
相
談
を
無
料
で
受
け
ま
す
。

日　
10
月
２
日
㈭

午
後
１
時
～
４
時

場　
浜
田
公
民
館
第
１
研
修
室

問　
島
根
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

（
☎
０
８
５
２
�
３
５
２
０
）

　

相
続
・
贈
与
・
売
買
な
ど
の
登
記
、

土
地
の
境
界
問
題
、
家
庭
内
の
も
め

事
、
近
隣
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
婚
姻

や
離
婚
な
ど
の
戸
籍
の
問
題
、
国
籍

取
得
や
帰
化
、
任
意
後
見
契
約
、
給

料
の
差
し
押
さ
え
な
ど
の
供
託
、
人

権
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
法
務
局
職

員
・
公
証
人
・
司
法
書
士
・
土
地
家

屋
調
査
士
・
人
権
擁
護
委
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

日　
10
月
５
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支
局

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
松
江
地
方
法
務
局
浜
田
支

局
（
☎
�
０
９
５
９
）

　

石
央
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
館
内
害

虫
駆
除
及
び
じ
ゅ
う
た
ん
洗
浄
の
た

め
、
臨
時
休
館
し
ま
す
。

日　
10
月
６
日
㈪　

終
日

※　

当
日
は
、
チ
ケ
ッ
ト
販
売
及
び

電
話
に
よ
る
予
約
受
付
も
行
い
ま

せ
ん
。

問　
石
央
文
化
ホ
ー
ル

（
☎
�
２
１
０
０
）

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

定　
先
着
30
人

料　
無
料

海
の
生
き
物
教
室
「
身
近
な
野
鳥
を

観
察
し
よ
う
」

　

身
近
な
野
鳥
を
三
瓶
自
然
館
の
人

に
解
説
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
10
月
26
日
㈰

午
後
10
時
～
正
午

場　

ア
ク
ア
ス
１
階
レ
ク
チ
ャ
ー

ホ
ー
ル

※　

石
見
海
浜
公
園
内
で
観
察
し
ま

す
。

定　
先
着
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w

w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
課

（
☎
�
３
６
１
４
）

は
っ
し
ー
広
場
秋
祭
り

日　
10
月
11
日
㈯
～
13
日
㈷

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場

10
月
の
神
楽
（
雨
天
中
止
）

26
日
㈰　

宇
野
保
存
会

時
間　
午
後
１
時
～
３
時

場　
ア
ク
ア
ス
横
は
っ
し
ー
広
場
ス

テ
ー
ジ

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱　

（
☎
�
３
３
８
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

（
☎
０
８
５
６
�
１
８
６
０
）

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

不
動
産
表
示
登
記
無
料
相
談

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

石
央
文
化
ホ
ー
ル

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,956 19,976 22,297 42,273
金 城 1,928 2,187 2,370 4,557

旭 1,408 1,482 1,583 3,065
弥 栄 691 662 742 1,404
三 隅 2,914 3,035 3,376 6,411
合 計 26,897 27,342 30,368 57,710

人　口（８月末現在）

（単位：人）

　総合型地域スポーツクラブ「アスレチックきんた」は、誰もが「いつでも・ど
こでも・いつまでも」スポーツに親しみながら、健康や体力の維持増進と親睦を
深めることができるための活動を行い、スポーツを通じて健康で明るい地域づく
りと地域スポーツの普及・振興に寄与することを目的として、平成23年８月に設
立されました。
　これまでスポーツ教室のほかに、保育園や小学校などでの「巡回スポーツ教室」・
放課後の子どもの居場所づくりとしての「放課後遊び隊」・子どもたちと地域の
魅力を発見していく「きんたの土曜楽校」を開催したり、公民館や地域の団体と
協力したイベントを行ったりと主にスポーツを軸とした活動を行っています。　
　また今年度は、スポーツ以外の活動として金城町への愛着と誇りの醸成や将来
の地域の担い手の育成を目指した事業にも取り組んでいます。
　事務局で指導者を務める小川裕さんは、「いろいろな人と関わることができ、
勉強になります。全ての世代の人にスポーツを楽しんでもらい、地域交流・異世
代交流の場となるように頑張っていきたい」と話していました。

金城支所
☎42–1234

旭支所
☎45–1234

弥栄支所
☎48–2111

三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

編集・発行　浜田市市長公室
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒3091（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

アスレチックきんた（金城）


